
70年目の
　 つつじ色

大津つつじ祭り開催
大津町町村合併70周年記念事業
真風涼帆 特別公演
納税通知書を発送します
５月から防災気象情報が新しくなりました

今月のいちおし！
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４
月
26
日
、「
大
津
町
町
村
合
併
70
周
年
記
念

　

令
和
８
年
度
大
津
つ
つ
じ
祭
り
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
主
催
：
大
津
つ
つ
じ
祭
り
実
行
委
員
会
）

　

役
場
周
辺
の
旧
国
道
57
号
の
一
部
を
歩
行
者
天
国
と
し
、
吹
奏

楽
の
パ
レ
ー
ド
や
大
津
南
小
学
校
の
武
者
行
列
、
大
津
睦
会
や
保

育
園
・
幼
稚
園
児
に
よ
る
神
輿
の
行
進
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

役
場
北
側
駐
車
場
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
大
津
太
鼓
や
グ
ラ
ン
パ

ワ
ー
ヒ
ノ
ク
ニ
の
ヒ
ー
ロ
ー
シ
ョ
ー
、
ダ
ン
ス
な
ど
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
地
元
飲
食
店
な
ど
の
出
店
の
ほ
か
、
地
元
団
体
に

よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
交
流
セ
ン
タ
ー
で
は
、
歴
代
の
つ
つ
じ
祭

り
の
写
真
展
示
や
、
ポ
ス
タ
ー
作
成
に
協
力
い
た
だ
い
た
大
津
北

小
学
校
に
よ
る
つ
つ
じ
の
ち
ぎ
り
絵
の
原
画
展
示
も
行
わ
れ
ま
し

た
。午

後
２
時
頃
か
ら
雨
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、
会
場
は
終
始
大

変
な
賑
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

　

当
日
は
約
８
千
人
が
来
場
し
、
楽
し
い
お
祭
り
の
一
日
と
な
り

ま
し
た
。

む
つ
み
か
い
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ク
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ヒ
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ロ
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シ
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ダ
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な
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さ
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し
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会
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で
は
、
地
元
飲
食
店
な
ど
の
出
店
の
ほ
か
、
地
元
団
体
に

よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
交
流
セ
ン
タ
ー
で
は
、
歴
代
の
つ
つ
じ
祭

り
の
写
真
展
示
や
、
ポ
ス
タ
ー
作
成
に
協
力
い
た
だ
い
た
大
津
北

小
学
校
に
よ
る
つ
つ
じ
の
ち
ぎ
り
絵
の
原
画
展
示
も
行
わ
れ
ま
し

た
。午

後
２
時
頃
か
ら
雨
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、
会
場
は
終
始
大

変
な
賑
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

　

当
日
は
約
８
千
人
が
来
場
し
、
楽
し
い
お
祭
り
の
一
日
と
な
り

ま
し
た
。

む
つ
み
か
い

33 広報おおづ 2026.6広報おおづ 2026.6



　大津町町村合併 70周年の節目を祝う記念事業として、町ゆかりの真風涼帆さんをお迎えし、
トーク＆ライブを開催します。子どもから大人まで、世代を超えて楽しめる公演です。
　大津町町村合併 70周年の節目を祝う記念事業として、町ゆかりの真風涼帆さんをお迎えし、
トーク＆ライブを開催します。子どもから大人まで、世代を超えて楽しめる公演です。

●問い合わせ　役場総務課　行政係　☎096（293）3111

大津町町村合併70周年記念事業
えし、えし、えし、えし、

８月１日 土 開演 : 午後３時開演開演開演 : 午午午午後３後後後 時午午午午後３後後後 時時時開
開場 : 午後２時

町生涯学習センター 文化ホール
入場料： 一般 2,000円　高校生以下 1,000円
対　象：町内在住の人
　　　　または町内の高等学校などに在学中の人
募集人数 ：450人

申込期限 ６月30日（火）

WEB、窓口、郵送のいずれか申込方法

■ WEB（二次元コード）での
　申し込みは
　こちら▶

■ 窓口（平日のみ）での
　 申し込み
　 

■ 郵送（ハガキ）での申し込み
氏名、住所、年齢、電話番号、同伴者（２
人まで）の氏名・年齢、希望するチケッ
ト購入場所※、在学中の人は在学校
名を記入し郵送。
※チケット購入場所
　大津町生涯学習センター、イオン大津店、
　道の駅大津、文洋堂

＜郵送先＞
〒869-1292
大津町大字大津 1233 番地
大津町役場 総務課 行政係
※６月30日（火）までに役場に届いた
　ものを有効とします。

詳しくは
こちら▼

真風 涼帆（まかぜ すずほ）
　大津町生まれ。2006年に第92期生として宝塚歌劇団に入団し、2009年に新人公演初主演。
2017年から宙組 8 代目トップスターとして活躍した。2023年に宝塚歌劇団を退団後は、舞台
やコンサートで幅広く活躍し、多彩な表現力で世代を超えて支持されている。

真
風
涼
帆
特
別
公
演

大
津
町
出
身
元
宝
塚
歌
劇
団
宙
組
ト
ッ
プ
ス
タ
ー

役場総務課

主催：大津町、文化ホール事業運営委員会

託児所のご案内（無料）

利用を希望する人は申し込みの際にご記入ください。
利用人数が多い場合やお子さんの年齢によっては、
託児をお断りする場合があります。

注
意
事
項

■小学生以下は保護者同伴。　■1申し込みにつき 3人まで。　■申込代表者は中学生以上。
■申込多数の場合は抽選とし、チケット購入引換券の発送（７月９日までにお届け）をもって当選の発表と代えます。
■当選後、チケットの購入が必要です。　■町内在住の小・中・高校生優先枠、町外在住で町内高校に通う生徒枠、一般枠を設けて抽選します。
■申込状況により、各枠の残席を他の枠に振り替える場合があります。
■未就学児の取り扱い、本人確認など詳しくは町ホームページをご確認ください

4広報おおづ 2026.6

　町で操業を開始した本田技研工業株式会社熊本製作所は、今年
で50周年を迎えました。これを記念して製作された特別仕様の
バイクを、役場庁舎１階ロビーで展示しています。
　また、今年は町村合併70周年を迎えることから、町とともに
歩んできたこれまでの歴史についても紹介しています。

●問い合わせ ☎096（293）5775役場企業振興課　企業振興係

場 所

展示期間

本田技研工業㈱熊本製作所 50周年特別記念車を展示しています。

役場庁舎１階ロビー

７月17日（金）まで
（平日のみ見学可） 展示車両

■50周年特別記念車両
　（ゴールドウイング）

■モンキー・くまモンバージョン
　など数台

詳しくは▶
町ホームページへ

特別
展示

全
国
の
猛
者
に
よ
る

　
　
　
　

熱
い
レ
ー
ス

全
国
の
猛
者
に
よ
る

　
　
　
　

熱
い
レ
ー
スＤ.Ｉ.Ｄ全日本モトクロス選手権

シリーズ 2026 第２戦
Ｄ.Ｉ.Ｄ全日本モトクロス選手権
シリーズ 2026 第２戦
Ｄ.Ｉ.Ｄ全日本モトクロス選手権
シリーズ 2026 第２戦

　「D.I.D 全日本モトクロス選手権シリーズ2026第2戦 HSR九州大会」が、
4月19日に HSR 九州のオフロードコースで開催されました。
今季第 2 戦となる本大会は、雨が降りしきるあいにくの天候の中での開催
となりましたが、選手たちは泥にまみれながらも懸命にゴールを目指し、
白熱したレースを繰り広げました。
　ぬかるんだコースではスタックや転倒も見られる悪コンディションの
中、選手たちはライバルたちに先んじて少しでも多く周回数を重ねるべく、
前へ前へとアクセルを開けていく激しい攻防を展開。その一挙手一投足を
見守る来場者の熱気が会場全体を包み込みました。
　全国から集まった多くの観客は、至近距離で繰り広げられる迫力のレー
ス展開、体に響くエンジン音、急カーブでの素早い切り返し、地形を生か
してダイナミックにジャンプするライダーの姿に釘付けとなり、忘れがた
い一日を過ごしました。
　また、会場内には多くの飲食店が軒を連ね、にぎわいを見せていました。

ぜひご覧
ください

！



　大津町町村合併 70周年の節目を祝う記念事業として、町ゆかりの真風涼帆さんをお迎えし、
トーク＆ライブを開催します。子どもから大人まで、世代を超えて楽しめる公演です。
　大津町町村合併 70周年の節目を祝う記念事業として、町ゆかりの真風涼帆さんをお迎えし、
トーク＆ライブを開催します。子どもから大人まで、世代を超えて楽しめる公演です。

●問い合わせ　役場総務課　行政係　☎096（293）3111

大津町町村合併70周年記念事業
えし、えし、えし、えし、

８月１日 土 開演 : 午後３時開演開演開演 : 午午午午後３後後後 時午午午午後３後後後 時時時開
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町生涯学習センター 文化ホール
入場料： 一般 2,000円　高校生以下 1,000円
対　象：町内在住の人
　　　　または町内の高等学校などに在学中の人
募集人数 ：450人

申込期限 ６月30日（火）

WEB、窓口、郵送のいずれか申込方法

■ WEB（二次元コード）での
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氏名、住所、年齢、電話番号、同伴者（２
人まで）の氏名・年齢、希望するチケッ
ト購入場所※、在学中の人は在学校
名を記入し郵送。
※チケット購入場所
　大津町生涯学習センター、イオン大津店、
　道の駅大津、文洋堂

＜郵送先＞
〒869-1292
大津町大字大津 1233 番地
大津町役場 総務課 行政係
※６月30日（火）までに役場に届いた
　ものを有効とします。

詳しくは
こちら▼

真風 涼帆（まかぜ すずほ）
　大津町生まれ。2006年に第92期生として宝塚歌劇団に入団し、2009年に新人公演初主演。
2017年から宙組 8 代目トップスターとして活躍した。2023年に宝塚歌劇団を退団後は、舞台
やコンサートで幅広く活躍し、多彩な表現力で世代を超えて支持されている。
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主催：大津町、文化ホール事業運営委員会

託児所のご案内（無料）

利用を希望する人は申し込みの際にご記入ください。
利用人数が多い場合やお子さんの年齢によっては、
託児をお断りする場合があります。

注
意
事
項

■小学生以下は保護者同伴。　■1申し込みにつき 3人まで。　■申込代表者は中学生以上。
■申込多数の場合は抽選とし、チケット購入引換券の発送（７月９日までにお届け）をもって当選の発表と代えます。
■当選後、チケットの購入が必要です。　■町内在住の小・中・高校生優先枠、町外在住で町内高校に通う生徒枠、一般枠を設けて抽選します。
■申込状況により、各枠の残席を他の枠に振り替える場合があります。
■未就学児の取り扱い、本人確認など詳しくは町ホームページをご確認ください
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昭
和
31
年
（
１
９
５
６
年
）
８
月
１
日
、

１
町
５
村
（
旧
大
津
町
、
旧
護
川
村[

一
部]

、
旧
平
真
城
村
、
旧
陣
内
村
、
旧
瀬
田
村[

一
部]

、

旧
錦
野
村[

一
部]

）
が
一
つ
に
な
り
、
現
在
の
大
津
町
が
誕
生
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
新
し

い
町
の
歩
み
と
と
も
に
発
刊
さ
れ
て
き
た
の
が
町
の
広
報
紙
で
す
。

　

先
月
号
に
引
き
続
き
、
過
去
の
広
報
紙
か
ら
大
津
町
70
年
の
軌
跡
を
振
り
返
り
ま
す
。
第
二
回

と
な
る
今
回
は
、
昭
和
61
年
か
ら
平
成
27
年
ま
で
の
30
年
間
で
す
。
工
業
団
地
の
開
発
や
交
通
網

の
整
備
、
そ
し
て
新
た
な
憩
い
の
場
の
誕
生
な
ど
に
よ
っ
て
イ
ン
フ
ラ
が
充
実
し
、
現
在
の
大
津

町
の
基
盤
が
確
立
さ
れ
て
い
っ
た
様
子
を
お
届
け
し
ま
す
。
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続
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、
過
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ら
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津
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70
年
の
軌
跡
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振
り
返
り
ま
す
。
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回

と
な
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今
回
は
、
昭
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ま
で
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30
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で
す
。
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団
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開
発
や
交
通
網
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新
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憩
い
の
場
の
誕
生
な
ど
に
よ
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て
イ
ン
フ
ラ
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充
実
し
、
現
在
の
大
津

町
の
基
盤
が
確
立
さ
れ
て
い
っ
た
様
子
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

昭
和
31
年
か
ら
の
30
年
間
が
、
道
路
や
公
共
施
設
な
ど
暮
ら
し
を
支
え
る
基
盤
整
備
の
時
代

だ
っ
た
と
す
れ
ば
、
今
回
振
り
返
っ
た
昭
和
61
年
か
ら
の
30
年
間
は
、
町
民
の
暮
ら
し
や
心
の
豊

か
さ
を
育
む
時
代
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

文
化
施
設
や
憩
い
の
場
の
整
備
、
新
た
な
交
流
の
広
が
り
な
ど
、
町
は
大
き
な
変
化
を
重
ね
な

が
ら
現
在
の
姿
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

そ
の
歩
み
を
伝
え
て
き
た
広
報
紙
も
ま
た
、
時
代
と
と
も
に
少
し
ず
つ
変
化
し
て
い
ま
す
。
紙

面
の
デ
ザ
イ
ン
や
写
真
表
現
、
掲
載
内
容
の
移
り
変
わ
り
に
は
、
そ
の
時
代
の
空
気
感
や
、
そ
こ

で
暮
ら
す
人
々
の
日
常
が
映
し
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

次
号
で
は
、
平
成
28
年
以
降
の
歩
み
を
振
り
返
り
ま
す
。

　公募によって名付けられたこの公園は、豊かな自然に囲
まれた憩いの広場として誕生しました。かつては「大津つ
つじ祭り」のメイン会場として賑わい、今も町の花「つつじ」
の名所として世代を超えて親しまれています。現在は親子
の交流・相談を担う「子育て支援の拠点」へと整備が進ん
でおり、令和10年４月には認定こども園も開園予定。次世
代を支える場として、さらなる進化を遂げます。

広
報
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る
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津
町

広
報
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で
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▲昭和63年（1988年）6月号▲昭和63年（1988年）6月号▲昭和63年（1988年）6月号

　平成 7年 7月、アメリカ・ネブラスカ州のヘイスティン
グズ市と姉妹都市盟約を締結しました。広報紙では、調印
式の様子や訪問団の交流が華やかに報じられ、町民の国際
化への関心が高まりました。町の国際交流における一つの
大きな転換点となり、以来、多くの町民や子どもたちが海
を越えて海外の文化に触れる機会が生まれるきっかけとな
りました。

▲平成7年（1995年）9月号▲平成7年（1995年）9月号▲平成7年（1995年）9月号 昭和61年
⬇

平成27年

広
報
紙
か
ら
30
年
を
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り
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っ
て

昭和63年（1988年）平成7年（1995年）平成11年（1999年）平成19年（2007年）

平成2年（1990年）平成10年（1998年）

海を越えた絆
「ヘイスティングズ市との姉妹都市盟約」
海を越えた絆
「ヘイスティングズ市との姉妹都市盟約」
海を越えた絆
「ヘイスティングズ市との姉妹都市盟約」 町民の新たな憩いの場「昭和園」の完成町民の新たな憩いの場「昭和園」の完成町民の新たな憩いの場「昭和園」の完成

▲平成20年（2008年）1月号▲平成20年（2008年）1月号▲平成20年（2008年）1月号

　工業の発展や宅地開発、インフラ整備
を背景に、町は順調に発展を続け、つい
に平成19年に人口３万人を突破しまし
た。当時の広報紙では、３万人目の町民
となったご家族への記念品贈呈式の様子
が笑顔とともに紹介され、町全体でこの
大きな節目を祝いました。

人口3万人突破人口3万人突破人口3万人突破

　県のテクノポリス計画の中核として
整備が進められた「熊本中核工業団地」。
平成2年の造成完了と分譲開始を機に、
先端技術産業の集積が本格化しました。
古くから根付く農業に加えて新たな産
業の柱が生まれたこの出来事は、町の
経済を大きく飛躍させ、今日の「元気
な大津町」を支える強力な基盤となり
ました。

▲平成2年（1990年）1月号▲平成2年（1990年）1月号▲平成2年（1990年）1月号

産業の新たな拠点
「熊本中核工業団地」の分譲開始
産業の新たな拠点
「熊本中核工業団地」の分譲開始
産業の新たな拠点
「熊本中核工業団地」の分譲開始

　阿蘇外輪山を望む広大な敷地にオープ
ンしました。各種競技施設や芝生広場が
整備され、スポーツ大会の開催はもちろ
ん、町民が気軽にジョギングや軽スポー
ツを楽しむ場所として親しまれています。
現在ではプロの試合や全国規模の大会も
開催されるなど、町のスポーツ振興と健
康づくりの中心的な施設として機能して
います。

▲平成10年（1998年）8月号▲平成10年（1998年）8月号▲平成10年（1998年）8月号

町運動公園
「スポーツの森・大津」オープン
町運動公園
「スポーツの森・大津」オープン
町運動公園
「スポーツの森・大津」オープン

平成15年（2003年）

　平成15年２月、町の文化・教育活
動の充実を目指し「おおづ図書館」
が開館しました。誰もが気軽に本に
親しみ、学びや交流を深めることが
できる施設として整備されました。
開館に合わせてブックスタート事業
や移動図書館の運行も開始。町民の
皆さんの身近な場所に活字文化や生
涯学習の場が整ったことは、大津町
の文化的な歩みを支える大きな節目
となりました。

▲平成15年（2003年）2月号▲平成15年（2003年）2月号▲平成15年（2003年）2月号
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伝統工芸の継承「梅の造花」が
町指定無形民俗文化財に
伝統工芸の継承「梅の造花」が
町指定無形民俗文化財に
伝統工芸の継承「梅の造花」が
町指定無形民俗文化財に

次号は、平成28年以降
平成５年（1993年）
Jリーグ開幕
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Jリーグ開幕
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Jリーグ開幕

平成３年（1991年）
雲仙普賢岳火砕流発生
台風19号県内各地に被害
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台風19号県内各地に被害
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長野冬季五輪開催
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平成14年（2002年）
日韓W杯
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平成23年（2011年）
東日本大震災
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新元号「平成」へ
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昭和64年/平成元年（1989年）
新元号「平成」へ

　平成11年10月に JR 豊肥本線（熊本～肥
後大津間）が電化され、熊本市へのアクセ
スが飛躍的に向上しました。広報紙の表紙
でも、電化に向けて試験運転をする真新し
い赤い電車が鮮やかに表紙を飾り、まちの
インフラの躍進を強く印象付けました。

交通インフラの大きな飛躍
「JR豊肥本線の電化」
交通インフラの大きな飛躍
「JR豊肥本線の電化」
交通インフラの大きな飛躍
「JR豊肥本線の電化」
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昭和61年からの平成27年の主な出来事

大津保育園落成

阿蘇北部広域農道(ミルクロード)開通

都市公園「昭和園」完成

熊本中核工業団地着工

大津町浄化センター完成

大津公共下水道一部供用開始

消費税開始

給食センター完成

大津小、室小落成式

高尾野公園完成

人口25,000人を突破

ごみ収集指定袋制スタート

阪神淡路大震災発生

大津北中学校が開校

町運動公園スポーツの森大津完成

豊肥本線熊本～肥後大津間電化

おおづ図書館オープン

江藤家住宅、国の重要文化財に指定

町の人口が30,000人を突破

東日本大震災発生

大津町まちづくり交流センターオープン

大津町歴史文化伝承館オープン

美咲野小学校落成式
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元号 西暦 月 出来事

　江戸時代から受け継がれてきた大
津町の伝統工芸「梅の造花」が、町
の無形民俗文化財に指定されまし
た。梅の古木に台湾産の蓪草紙で
作った花をあしらうこの精巧な造り
花は、かつて参勤交代の土産品とし
ても喜ばれた大津の誇りです。現在
も「肥後大津民芸造花保存会」の皆
さんの手によって受け継がれ、町の
歴史と文化を未来へ繋ぐ貴重な財産
となっています。
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　公募によって名付けられたこの公園は、豊かな自然に囲
まれた憩いの広場として誕生しました。かつては「大津つ
つじ祭り」のメイン会場として賑わい、今も町の花「つつじ」
の名所として世代を超えて親しまれています。現在は親子
の交流・相談を担う「子育て支援の拠点」へと整備が進ん
でおり、令和10年４月には認定こども園も開園予定。次世
代を支える場として、さらなる進化を遂げます。
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長野冬季五輪開催

平成14年（2002年）
日韓W杯

平成14年（2002年）
日韓W杯

平成14年（2002年）
日韓W杯

平成23年（2011年）
東日本大震災

平成23年（2011年）
東日本大震災

平成23年（2011年）
東日本大震災

昭和64年/平成元年（1989年）
新元号「平成」へ

昭和64年/平成元年（1989年）
新元号「平成」へ

昭和64年/平成元年（1989年）
新元号「平成」へ

　平成11年10月に JR 豊肥本線（熊本～肥
後大津間）が電化され、熊本市へのアクセ
スが飛躍的に向上しました。広報紙の表紙
でも、電化に向けて試験運転をする真新し
い赤い電車が鮮やかに表紙を飾り、まちの
インフラの躍進を強く印象付けました。

交通インフラの大きな飛躍
「JR豊肥本線の電化」
交通インフラの大きな飛躍
「JR豊肥本線の電化」
交通インフラの大きな飛躍
「JR豊肥本線の電化」

▲平成11年（1999年）8月号▲平成11年（1999年）8月号▲平成11年（1999年）8月号

昭和61年からの平成27年の主な出来事

大津保育園落成

阿蘇北部広域農道(ミルクロード)開通

都市公園「昭和園」完成

熊本中核工業団地着工

大津町浄化センター完成

大津公共下水道一部供用開始

消費税開始

給食センター完成

大津小、室小落成式

高尾野公園完成

人口25,000人を突破

ごみ収集指定袋制スタート

阪神淡路大震災発生

大津北中学校が開校

町運動公園スポーツの森大津完成

豊肥本線熊本～肥後大津間電化

おおづ図書館オープン

江藤家住宅、国の重要文化財に指定

町の人口が30,000人を突破

東日本大震災発生

大津町まちづくり交流センターオープン

大津町歴史文化伝承館オープン

美咲野小学校落成式

水源かん養林「100年の森」森林整備協定

３月

11月

３月

６月

３月

４月

４月

３月

４月

３月

９月

１月

１月

４月

７月

10月

２月

12月

12月

３月

４月

４月

３月

１月

1986年

1988年

1989年

1990年

1992年

1994年

1995年

1998年

1999年

2003年

2005年

2007年

2011年

2012年

2013年

2015年

昭和61年

昭和63年

平成元年

平成２年

平成４年

平成６年

平成７年

平成10年

平成11年

平成15年

平成17年

平成19年

平成23年

平成24年

平成25年

平成27年

元号 西暦 月 出来事

　江戸時代から受け継がれてきた大
津町の伝統工芸「梅の造花」が、町
の無形民俗文化財に指定されまし
た。梅の古木に台湾産の蓪草紙で
作った花をあしらうこの精巧な造り
花は、かつて参勤交代の土産品とし
ても喜ばれた大津の誇りです。現在
も「肥後大津民芸造花保存会」の皆
さんの手によって受け継がれ、町の
歴史と文化を未来へ繋ぐ貴重な財産
となっています。

つうそう  し

昭昭
和和
3311
年
（
１
９
５
６
年
）
８

年
（
１
９
５
６
年
）
８

１
町
５
村
（
旧
大
津
町
、
旧
護
川
村

１
町
５
村
（
旧
大
津
町
、
旧
護
川
村
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　令和８年度町県民税と国民健康保険税の納税通知書と納付書を６月中旬に発送します。
納税通知書と納付書が届いたら、期限内の納付をお願いします。

町県民税は１月１日現在の住所地から課税されます
１月２日以降に町へ転入した人は、１月１日に住んでいた市区町村から納税通知書と納付書が届きます。
会社などに勤めている人で、町県民税が給与から天引きされている人は、会社から通知書が渡されます。

◦問い合わせ　役場税務課　住民税係　☎096（293）3117

国国民健康保険税の制度が改正されました民健康保険税の制度が改正されました�
その１
●子ども・子育て支援金制度がスタートします
　少子化対策や子育て支援策の財源を確保するため、
４月から段階的に導入されている新しい制度です。公
的医療保険（健康保険）に上乗せされ、社会全体で子育
てを応援します。
� ※18歳未満の人には賦課されません。その２
●保険税の負担軽減対象者の範囲が拡大します
　国の定める所得基準を下回る世帯には、均等割額※１と平等割額※２を軽減する制度があります。軽減については、町で判
定しますので、申請などは不要です。
※１均等割額……被保険者一人一人にかかる金額　　※２平等割額……１世帯ごとにかかる金額
　令和８年度も５割軽減と２割軽減の所得基準が見直され、軽減の対象となる人の範囲が拡大します。
注意事項
　所得の申告がない場合は軽減対象となりません。令和７年分の申告をお忘れの人は、住民税申告を役場税務課で行ってく
ださい。所得税が課税される場合は、菊池税務署で所得税申告をお願いします。
保険税軽減基準額

区分 判定の基準となる世帯主と被保険者の前年所得合計額
令和８年度（見直し後） 令和７年度

７割 変更なし 43万円＋10万円×（給与所得者などの数－１）以下の世帯

５割 43万円＋（31万円×被保険者数）＋10万円×
（給与所得者などの数－１）以下の世帯

43万円＋（30.5万円×被保険者数）＋10万円×
（給与所得者などの数－１）以下の世帯

２割 43万円＋（57万円×被保険者数）＋10万円×
（給与所得者などの数－１）以下の世帯

43万円＋（56万円×被保険者数）＋10万円×
（給与所得者などの数－１）以下の世帯

その３
●国民健康保険税の課税限度額を変更します
　国民健康保険制度と事業の円滑な運用を行うため、令和８年度の国民健康保険税から課税限度額を引き上げます。

保険区分 令和８年度 令和７年度 変更額
医療保険分 67万円 66万円 ＋１万円

後期高齢支援金分 26万円 26万円 変更なし
介護納付金分 17万円 17万円 変更なし

子ども・子育て支援金分 ３万円

所得割　　　　　　　 均等割� 18歳以上均等割
　　

＋　　　　＋被保険者の（令和７年中
の所得－43万）×0.27％

被保険者
一人当たり
1,400円

被保険者
一人当たり
100円

※�課税限度額とは…税金を計算する際の「上限」
のことです。国民健康保険税などでは１世帯
当たりの「これ以上の金額は課税しません」
というラインが決められています。

町県民税と国民健康保険税の納税通知書を発送します

国国民健康保険税の納付書をご確認ください民健康保険税の納付書をご確認ください�
　年間保険税額を６月から令和９年１月までの８期に分けた納税通知書を、６月中旬に発送します。
　年金から保険税が天引きされている人は、10月以降の決定金額を記載した通知を発送します。
　納税通知書にはその世帯の国民健康保険加入者の氏名を記載しています。勤務先の社会保険などに加入している人の氏名
が記載されている場合は、国民健康保険からの脱退の届出をしていない可能性があります。必ず確認をお願いします。
　年間の税額決定後に同じ世帯の国民健康保険の加入者に異動（社会保険への加入や転出など）があった場合は、変更後の納
付書を後日送付します。
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健康保険課健康保険課健康保険課だよりだよりだより 歯の健康を守ろう！
●問い合わせ　役場健康保険課　母子保健係／健康推進係　☎096（294）1075
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  国保・医療係　☎096（293）3114

糖
分

　
特
に
砂
糖
が
含
ま
れ
る
食
べ
物
や
飲
み

物
が
原
因
で
す
。

　　
町
で
は
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
合
わ
せ
て

歯
科
保
健
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
歯
科
健
診
お
よ
び
フ
ッ
化
物
塗
布

　

幼
児
の
健
診
時（
１
歳
６
カ
月
・
３
歳

児
）に
歯
科
健
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
希
望
す
る
ご
家
庭
に
は
フ
ッ
化
物

塗
布（
１
歳
６
カ
月
・
３
歳
児
）を
実
施
し

て
い
ま
す
。

■
フ
ッ
化
物
洗
口（
ぷ
く
ぷ
く
う
が
い
）

　
町
内
の
幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園
・
保

育
園
の
年
長
児
は
週
５
回
法
で
行
い
、
小

中
学
校
は
週
１
回
法
で
連
携
し
て
実
施
し

て
い
ま
す
。

※
希
望
す
る
家
庭
の
み
実
施

■
妊
婦
歯
科
健
診

　
町
に
妊
娠
の
届
け
出
を
し
た
妊
婦
を
対

象
に
、委
託
医
療
機
関
で
妊
娠
中
に
１
回
、

妊
婦
歯
科
健
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
受

診
票
は
、
妊
娠
の
届
け
出
の
際
に
対
象
者

へ
配
布
し
て
い
ま
す
。

■
歯
周
病
検
診

　
指
定
医
療
機
関
で
歯
周
病
検
診
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
対
象
者（
今
年
度
20
歳
・

30
歳
・
40
歳
・
50
歳
・
60
歳
・
70
歳
）に

は
個
別
通
知
を
４
月
に
送
付
し
て
い
ま

す
。
公
費
で
受
け
ら
れ
る
の
は
10
年
に
1

度
と
な
り
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

■
歯
科
口
腔
健
診

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者
を
対
象

に
指
定
医
療
機
関
で
健
診
を
行
っ
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
広
報
４
月
号
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。 

子
ど
も
の
む
し
歯
が
全
国
ワ
ー
ス
ト
上
位

　
熊
本
県
で
は
全
国
的
に
見
て
子
ど
も
の

む
し
歯
保
有
率
が
非
常
に
高
く
、
特
に
１

歳
半
、
３
歳
児
で
は
長
年
ワ
ー
ス
ト
上
位

の
状
態
が
続
い
て
お
り
、
依
然
と
し
て
全

国
平
均
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。
む
し
歯
菌

は
、
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ
ん
に
は

い
ま
せ
ん
が
、
日
々
子
ど
も
に
接
す
る
家

族
な
ど
か
ら
む
し
歯
の
原
因
と
な
る
細
菌

が
広
が
り
ま
す
。

　
子
ど
も
の
歯
や
健
康
を
守
る
た
め
、
家

族
み
ん
な
で
定
期
的
に
歯
科
健
診
を
受

け
、
口
の
中
を
清
潔
に
保
つ
こ
と
が
大
切

で
す
。

む
し
歯
の
原
因

歯
の
質

　
乳
歯
や
生
え
た
て
の

永
久
歯
は
歯
の
質
が
弱
く

『
む
し
歯
』に
な
り
や
す
い

で
す
。

む
し
歯
菌

　

主
な
む
し
歯
菌
は
ミ
ュ
ー
タ
ン
ス
菌

で
、
プ
ラ
ー
ク（
歯
垢
）を
作
り
、
糖
分
を

分
解
し
て
歯
を
溶
か
す
酸
を
作
り
ま
す
。

健
康
な
歯
を
い
つ
ま
で
も

　

６
月
４
日
か
ら
10
日
は「
歯
と
口
の
健

康
週
間
」で
す
。
こ
の
機
会
に
自
分
の
歯

の
健
康
管
理
を
見
直
し
、
む
し
歯
や
歯
周

病
の
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
歯
を
失
う
原
因
の
ほ
と
ん
ど
が
歯
周
病

と
む
し
歯
で
す
。
歯
の
喪
失
は
そ
し
ゃ
く

以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま

す
。

歯
周
病
と
は   

　
歯
周
病
は
、
歯
肉
や
歯
を
支
え
て
い
る

骨
な
ど
の
組
織
に
お
こ
る
病
気
で
す
。
歯

と
歯
肉
の
境
目
に
歯
垢（
プ
ラ
ー
ク
）や
歯

石
が
た
ま
る
と
、
そ
の
中
に
い
る
歯
周
病

菌
が
歯
肉
に
炎
症
を
引
き
お
こ
し
、
そ
こ

に
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
加
わ
る
と
歯
肉
の

出
血
や
腫
れ
が
続
き
、
歯
を
支
え
る
土
台

ま
で
破
壊
さ
れ
、
歯
が
ぐ
ら
ぐ
ら
し
て
痛

く
て
か
め
な
く
な
り
、
つ
い
に
は
歯
が
抜

け
て
し
ま
い
ま
す
。

全
身
の
健
康
状
態
が
悪
化

　
歯
周
病
は
、
糖
尿
病
、
早
産
・
低
出
生

体
重
児
、
肥
満
、
血
管
の
動
脈
硬
化（
心

筋
梗
塞
・
脳
梗
塞
）な
ど
と
深
い
関
わ
り

を
持
ち
、
歯
の
健
康
を
い
つ
ま
で
も
保
つ

こ
と
は
、
か
ら
だ
全
体
の
健
康
を
守
る
こ

と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

妊 婦 歯 科 健 診
に つ い て 詳 し
くはこちら▼

歯 周 病 検 診 に
つ い て 詳 し く
はこちら▼

＋

歯の質 むし歯菌

糖分 時間

む
し
歯



CIR（国際交流員）CIR（国際交流員）CIR（国際交流員）サバナ・エリスサバナ・エリスサバナ・エリス
サバナズ 　　  スタジオ

　国際交流員のサバナが「アート」を通してアメリカの文化などを紹介する「Savanah’s Studio」。第11回となる
今回は、アメリカの竜巻についてご紹介いたします。

　日本では6月は梅雨の季節として知られていますが、ネブラスカ州では5月と6月は「竜巻の季節」として知られ、
アメリカ合衆国中部にある他の多くの州とともに「トルネード・アレー（竜巻街道）」と呼ばれています。これらの
地域は、1年間に最も多くの竜巻が発生することで知られています。
　竜巻はいつでも発生する可能性がありますが、午後4時から9時の間に起こることが一般的です。竜巻は、北から
の冷たい空気と南からの暖かい空気がぶつかることで発生します。
最も弱い竜巻では風速が時速116kmほどですが、最も強いもの
では時速500km を超えることもあります。ただし、時速
270kmを超えるような非常に強い風は、極めてまれなケースで
す。
　竜巻が発生するため、ネブラスカ州のほとんどの家には地下
室があり、裏庭には避難用の貯蔵庫（シェルター）があります。
日本の建物が地震を意識して建てられているように、「トルネー
ド・アレー」にある建物は竜巻を意識して建てられています。
以前ほど怖くはなくなりましたが、それでも竜巻警報が出ると
今でも緊張します。
　梅雨の時期も安全にお過ごしください。

Vol.11

激しい風が、竜巻を非常に危険なものにしています。
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スズメバチの
巣の駆除について

　町では、住民の皆さんに危害を及ぼすおそれのあるスズメバチ
の巣の駆除を行っています。駆除の対象となるスズメバチのこと
でお困りの場合は、役場 環境保全課 ☎096（293）3113 までご連
絡ください。

　対象の場合は、町から駆除
業者に連絡し、駆除・調査を
行います。なお、対象外の場
合や、個人で先に駆除を行っ
た場合は、町が駆除費用を負
担することはできませんので
ご注意ください。

※アシナガバチやミツバチは対象外です。
※個人の所有する土地、建築物が対象になります。事業所に巣
ができている場合は、対象外となります。

駆除の対象
スズメバチの巣のうち
・住宅（外壁・軒下・天井裏）や納屋、庭木等に出来た巣

スズメバチの見分け方

スズメバチ亜科 アシナガバチ亜科

注意事項

巣はマーブル模様の球型
（作成途中はとっくり型）

巣はシャワーヘッドのような形。

対象 対象外

役場環境保全課  環境保全係　☎096（293）3113
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子育てカフェ（月1回、無料・要予約）

役場子育て支援課
☎096（293）5981

日時

場所

保健師や保育士などが対応します。
気軽にお越しください！

６月 25日（木）
午前10時～午後３時30分
オークスプラザ（集会室）

協力

申込

NPO法人ペアレント
ネットワーク
電話または
二次元コード

84

子育てイベント
情報チラシで
最新情報を
ゲットしよう！

むし歯は気にしているけど、歯ぐきは見ていますか？
実は今、こどもの“歯肉炎”が増えています。むし歯がない＝安心ではありません！

歯は、身体の中で“予防できる”大
切な場所です。歯だけでなく、歯
ぐきもチェックする習慣をつけ
ましょう！

特に口呼吸は要注意！
口の中が渇き、細菌が
増えやすくなります！

なぜ増えているの？

こんなサインありませんか？

•みがきのこし（プラーク）

•ホルモンバランスの変化
　（思春期）

•口呼吸（お口ぽかん）

今日からできる予防

•歯と歯ぐきの境目を磨こう
•歯の裏、溝を磨こう
•鏡を見ながら磨こう
•仕上げみがきをしよう
•歯ブラシは月１交換

はみがき

•早寝・早起き
•バランスの良い食事
•鼻呼吸
•歯医者の定期健診

生活習慣の見直し

今日からできること
はじめてみよう！

※１つでも当てはまったら要注意！

《健康な状態》

□ 薄いピンク色
□ 三角形に見える
□ 引き締まっていて硬い

《歯肉炎かも》

□ 赤っぽい色
□ 丸みがあってブヨブヨしている
□ 歯と歯ぐきの間に汚れがある

歯肉炎チェック

こどもの約４割に
歯ぐきのサイン！？ 見逃さないで！“歯肉炎”

●
問
い
合
わ
せ
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４
月
18
日
、
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
「
菊

池
東
部
水
平
社
創
立
１
０
０
周
年
記
念
集
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
１
９
２
２
（
大
正
11
）
年
３
月
３
日
、
京
都

の
岡
崎
公
会
堂
で
部
落
差
別
を
な
く
す
た
め
に

全
国
水
平
社
が
創
立
さ
れ
ま
し
た
。
本
集
会
で

は
、創
立
の
場
で
採
択
さ
れ
た
「
水
平
社
宣
言
」

や
、
そ
の
後
全
国
へ
広
が
っ
た
部
落
解
放
運
動

に
つ
い
て
、
県
人
権
教
育
研
究
協
議
会
副
会
長

の
村む

ら
上か

み
秋し

ゅ
う

成せ
い

さ
ん
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

村
上
さ
ん
は
、「
自
ら
の
ル
ー
ツ
に
誇
り

を
持
ち
、
当
事
者
自
身
が
声
を
上
げ
、
団

結
と
連
帯
を
大
切
に
人
間
の
尊
厳
と
誇
り

に
立
脚
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
の
克
服
を

目
指
す
」
と
い
う
水
平
社
宣
言
の
理
念
が
、

多
く
の
被
差
別
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
人
々
に

勇
気
と
自
信
を
与
え
た
こ
と
を
紹
介
し
ま

し
た
。
ま
た
、「
水
平
社
宣
言
」
が
提
起
し

た
『
人
間
は
尊
敬
す
べ
き
も
の
』
は
そ
の

後
の
さ
ま
ざ
ま
な
運
動
に
影
響
を
与
え
、

義
務
教
育
に
お
け
る
教
科
書
無
償
化
の
実

現
や
、
憲
法
第
14
条
に
定
め
ら
れ
た
「
差

別
さ
れ
な
い
権
利
」
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
っ

た
こ
と
に
も
触
れ
ま
し
た
。

　

全
国
水
平
社
の
運
動
は
県
内
に
も
広
が

り
、
１
９
２
３
年
９
月
24
日
に
は
、
当
時
の

大
津
町
の
劇
場
「
寶た

か
ら

座ざ

」
で
菊
池
東
部
水

平
社
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
創
立

１
０
０
周
年
記
念
集
会
で
は
、
菊
池
郡
市
の

各
地
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
差
別
の
実
態
や
、

差
別
を
な
く
す
た
め
の
学
習
・
取
り
組
み
、

く
ら
し
を
よ
く
す
る
活
動
な
ど
の
報
告
も

行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、
差
別
の
現

実
と
向
き
合
い
な
が
ら
も
、
人
と
し
て
心

豊
か
に
生
き
る
た
め
の
出
会
い
や
日
々
の

営
み
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
歴
史
が
あ

り
ま
し
た
。

　
参
加
者
に
と
っ
て
、
差
別
の
な
い
平
和
で

誰
も
が
尊
厳
を
も
っ
て
生
き
ら
れ
る
、
熱

と
光
の
あ
る
社
会
の
実
現
を
改
め
て
願
う
、

意
義
深
い
記
念
集
会
と
な
り
ま
し
た
。

人
権
人
権
人
権

連
載【
人
権
シ
リ
ー
ズ
】

連
載【
人
権
シ
リ
ー
ズ
】

連
載【
人
権
シ
リ
ー
ズ
】

輝
く
輝
く
輝
く
輝
く
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『
し
っ
て
る
ね
ん
』

�

い
ち
か
わ
　
け
い
こ
／
文

�

　
ア
リ
ス
館

『
ま
よ
な
か
の
か
い
じ
ゅ
う
』

�

阿
部
　
結
／
作
・
絵

�

　
徳
間
書
店

『
５
ふ
ん
だ
け
ち
ょ
う
だ
い
』

�

ジ
ル
・
マ
ー
フ
ィ
／
作
・
絵

�

ひ
さ
か
た
チ
ャ
イ
ル
ド

児
童
書
の
世
界�

�

ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
近
年
た
く
さ
ん
出
版
さ
れ
て
い
る
子

ど
も
向
け
の
絵
本
や
図
鑑
。
そ
ん
な
児

童
書
に
は
大
人
が
楽
し
め
る
作
品
も
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
今
回
は
絵
本
や
物

語
か
ら
お
す
す
め
の
本
を
ご
紹
介
し
ま

す
。
図
書
館
に
入
っ
て
す
ぐ
の
児
童
書

コ
ー
ナ
ー
も
気
軽
に
の
ぞ
い
て
み
て
く

だ
さ
い
。

『
も
り
の
え
ほ
ん
』

�

安
野
　
光
雅
／
画

�

　
福
音
館
書
店

『
怪
談
小
泉
八
雲
の
こ
わ
～
い
話　
１
』

�

小
泉
　
八
雲
／
原
作

�

　
汐
文
社

『
す
き
に
な
っ
た
ら
』

�

ヒ
グ
チ
　
ユ
ウ
コ
／
作

�

ブ
ロ
ン
ズ
新
社

『�

ど
う
し
て
パ
パ
と
け
っ
こ
ん
し
た

の
？
』

�

桃
戸
　
栗
子
／
作

�

　
福
音
館
書
店

『
あ
る
ひ
く
じ
ら
が
や
っ
て
き
た
』

�

ニ
ッ
ク
・
ブ
ラ
ン
ド
／
作

�

　
小
学
館
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◆一般書◆
『食べ物が変えた世界史』� 伊藤　敏 /監修
『ゼロから始めるギャラリスト』� 佐々井　智子 /著
『日本懐かしアナログゲーム大全』� 思い出商店 /著
◆小説・エッセイ◆
『悪女たちのレシピ』� 秋吉　理香子 /著
『お稲荷さまの謎解き帖』� 朝水　想 /著
『ひまわりと銃弾』� 麻宮　好 /著
『猫とウサギと龍の本』� 松浦　寿輝 /著
◆児童書◆
『みんなが知りたい ! 月のすべて』�「月のすべて」編集室 /著
『モノの運び方ずかん　１』� グループ・コロンブス /編
『くるんくるん』� 中新井　純子 /作
『せんにんのせんにん』� 大串　ゆうじ /作・絵
『ともだちはどこ ?』� マーガレット・G. オットー /文

新 刊 案 内 『歴史が見えるフィンランド図鑑』�
� 石野　裕子 /編著　エクスナレッジ
幸福の国「フィンランド」はどのよう
な歴史をたどってきたのか。古代の壁
画から独立100周年記念の図書館まで、
建物や暮らしを見れば歴史が見えてく
る。建築物のイラスト付きでどのペー
ジからでも楽しめる１冊です。

『ひみつだけど、話します』�
� 堀川　理万子 /作・絵　あかね書房
学校から帰ったらみんな何をしている
の？電車を見たり、おつかいに行った
り。それは誰にも教えていないひみつ
の時間。
そんな時間にクラスの友達と会っちゃっ
た。ひみつだったけど話してみたら、こ
れまでよりもっと楽しくなるかも。

おとなも楽しめる児童書

※図書館で開催するイベント・講座での事故やけがなどは、コミュニティ活動災害補償保険の適用範囲内とします。

吸
い
込
ま
れ
る
よ
う
な
森
の
風
景

く
じ
ら
は
な
ぜ
街
に
？

ゴ
リ
ラ
は
背
中
が

�

か
っ
こ
よ
か
っ
た
か
ら
。

好
き
っ
て
こ
ん
な
気
持
ち
？

ひ
と
り
だ
け
の
５
分
は

�

や
っ
て
く
る
？

あ
な
た
の
家
に
も

�
か
い
じ
ゅ
う
は
い
る
？

あ
な
た
も
き
っ
と

つ
ぶ
や
き
た
く
な
る

「
し
っ
て
る
ね
ん
」

挿
絵
つ
き
で
楽
し
め
る
怪
談
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【６月からのイベント・お知らせ】
日　付 時　間 内　容 会場・詳細

６月17日（水）

10：00～
11：00

おおづ図書館×おもちゃの広場
木のおもちゃとあかちゃん絵本にふれあえる楽しい広場！
協力：こどもとおもちゃのフラットソース

集会室
申込不要　
参加無料

14：00～ 図書館 DE シネマ　
「市民ケーン」　オーソン・ウェルズ /監督・脚本・出演　119分

集会室　
申込不要　
参加無料

６月27日（土） 14：00～
15：00

ストレッチ教室　梅雨に負けずに身体を動かそう！
講師　NPO法人クラブおおづ　樋口 秀一郎さん
＊６/５（金）　10:00～申込受付開始

集会室
要申込　
参加無料
定員15人

６月28日（日） 12：30～
17：00

LET'S PLAY ボードゲーム！
40種類以上のボードゲームで遊ぼう！

集会室　
申込不要　
参加無料

７月15日（水）

14：00～ 図書館 DE シネマ　
「木漏れ日の家で」　ドロタ・ケンジェジャフスカ /監督　ダヌタ・シャフラルスカ /出演　104分

集会室　
申込不要　
参加無料

18：30～ 図書館 DE シネマ・夜　この日は夜にも上映します！
「ライジング若冲」　源　孝志 /作・演出　　中村　七之助 /出演　74分

集会室
申込不要
参加無料

７月27日（月）
①13：30～
②14：25～
③15：20～

小学生のための夏休み自由研究相談会
高校生と図書館司書が夏休みの自由研究の進め方についてアドバイスをします！
対象：町内在住の小学２年生～６年生
①②③各時間の定員：4人　　　相談時間：ひとり40分間
＊６/27（土）　10:00～申込受付開始

集会室
要申込
参加無料
定員12人

６月3日（水）～10日（水）は蔵書点検のため休館します
図書館の資料の確認と整理のため休館します。
期間中は、資料の貸出と閲覧のサービスを停
止します。ご不便をおかけしますが、ご理解
とご協力をお願いします。

＊蔵書点検期間中の本の返却は、ブックポス
トをご利用ください。CD・DVD・ボードゲー
ムは開館日にカウンターへお持ちください。

★蔵書点検休館中も図書館で学習ができます★
図書館の集会室とロビーを学校の試験勉強などでぜひご活用ください。
使用できる場所：図書館の集会室とロビー
【平日】　６/３（水）～５（金）、６/９（火）・６/10（水）　  午後３時～６時　
【土日】　６/６（土）・６/７（日）６９（火）・６/10（水）　  午後１時～５時
＊６/８（月）は終日使用できません。
＊蔵書点検中のため、本のあるフロアへの立ち入りと貸出・閲覧はでき
ません。

【展示コーナー】
展示期間 タイトル・主催

６月19日（金）～28日（日） 大津写友会写真展 主催　大津写友会

●おはなしかい開催中
◉おはなし会 	 毎週　日曜日	 午前10時30分～（20分程度）	 読み手：図書館職員
◉あかちゃんおはなしかい 	 毎週　木曜日	 午前11時～（15分程度）	 読み手：図書館職員
◉おとなのためのおはなし会 	 第１土曜日	 午後２時30分～（１時間程度）	 読み手：おおづこどもの本の会ルピナス
◉土ようのおはなし会	 第２・第４土曜日	 午後２時（30分程度）	 読み手：図書館ボランティア
�
●ホームページでも情報発信中！

資料検索のほか、イベントなど
の最新情報は図書館ホームペー
ジをご確認ください。

●みらい号巡回日程
移動図書館「みらい号」は２週間に
１度町内の各所を巡回しています。
最新の巡回日程は図書館ホームペー
ジでご確認ください。

�

ホームページ
はこちら ▼

日程は
こちら ▼

イベント情報・お知らせ

■休館日：毎週月曜日・毎月第１金曜日　　■開館時間：午前９時～午後６時（水曜日は午後８時まで）
■申し込み・問い合わせ：町立おおづ図書館　☎096（294）8011　FAX 096（294）8033　URL：https://www.ozu-lib.jp

申し込みはこちら ▼

申し込みはこちら ▼



公民館講座

●申込方法：直接来館、二次元コードまたは電話でご予約ください。参加費、材料代などがある場合は申込期間内にあわ
せてお支払いをお願いします。

●申し込み
　・申込期間
　　二次元コード：各講座申込開始日午前８時30分から申込終了日の午後５時まで（この間はいつでも申し込みできます）
　　来館や電話：各講座申込開始日から申込終了日の平日午前８時30分から午後５時
※参加費は、講座負担金として、一般500円・中学生以下200円が必要です。その他、講座により材料代などが必要です。
※定員になり次第、申し込みを締め切ります。	 ※申込者が少ない場合は開講しない場合があります。
※町内在住・在勤の人を優先して受け付けます。	 ※各講座の申込期間をご確認ください。
●問い合わせ ： 町生涯学習センター　☎ 096（293）2146
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安心スマホ基礎講座（初級）

開講日 ７月16日、23日、30日
８月６日、20日、27日（木曜日：全６回）

時 間 午前10時～11時30分
場 所 町生涯学習センター　視聴覚室
定 員 ８人（先着順）

内 容
スマホが苦手な方でも安心して学べる基礎講座です。電話、写真、
ＬＩＮＥなど日常でよく使う操作を丁寧に解説します。防災や詐欺
対策も紹介し、スマホをより安心、便利に使えるようサポ－トします。

講 師 吉
よし
井
い
　清

きよ
人
と
さん　　吉

よし
井
い
　未

み
来
く
さん

参加費 500円
準備物 筆記用具、スマートフォン
申込期間 ６月８日（月）～19日（金）

歌って踊って若返り５

開講日 ６月26日、７月３日、10日
（金曜日：全３回）

時 間 午前10時～11時30分
場 所 大津地区公民館分館　研修室Ⅰ・Ⅱ
定 員 ７人（先着順）

内 容
季節の童謡や懐かしい曲に合わせて、無理のない動きで楽しめる内容
です。リクエスト曲も取り入れながら、みんなで笑顔になれるひと時
を過ごしませんか？運動が苦手な人でも、初めての人でも大歓迎です。

講 師 桐
きり
原
はら
　良

よし
子
こ
さん

参加費 500円
準備物 動きやすい服装、タオル、飲み物
申込期間 ６月８日（月）～19日（金）

フラダンス教室（朝コース）

開講日 ７月７日、21日、８月４日、18日
９月１日、15日（火曜日：全６回）

時 間 午前10時30分～正午
場 所 陣内公民館分館　講座室
定 員 15人（先着順）

内 容
アロハの音楽に合わせゆっくりとした基本動作を学びます。癒し
や美しさに気付くこともできます。正しい姿勢、ステップ、ハン
ドモーションを習得し表現力を身に付け、心も体も健康になれます。

講 師 柴
しば
尾
お
　逸

いつ
子
こ
さん

参加費 500円
準備物 運動ができる服装、タオル、飲み物
申込期間 ６月８日（月）～19日（金）

フラダンス教室（夜コース）

開講日 ７月７日、21日、８月４日、18日
９月１日、15日（火曜日：全６回）

時 間 午後７時30分～９時
場 所 町生涯学習センター　中会議室
定 員 15人（先着順）

内 容
アロハの音楽に合わせゆっくりとした基本動作を学びます。癒し
や美しさに気付くこともできます。正しい姿勢、ステップ、ハン
ドモーションを習得し表現力を身に付け、心も体も健康になれます。

講 師 柴
しば
尾
お
　逸

いつ
子
こ
さん

参加費 500円
準備物 運動ができる服装、タオル、飲み物
申込期間 ６月８日（月）～19日（金）

公民館講座のお知らせ公民館講座のお知らせ

楽しく学べる手話講座（大人向け）

開講日 ７月９日、23日、30日、
８月13日、27日（木曜日：全５回）

時 間 午後７時～８時30分
場 所 町生涯学習センター　研修室
定 員 10人（先着順）

内 容
手話を通したコミュニケーションについて、楽し
く学んでみませんか。初めての人も大歓迎です。
ぜひご参加ください。

講 師 藤
ふじ
本
もと
　朗

あきら
さん　　丸

まる
山
やま
　典

のり
子
こ
さん

参加費 500円
準備物 筆記用具
申込期間 ６月８日（月）～19日（金）

安心スマホ活用講座（中級）

開講日 ７月16日、23日、30日
８月６日、20日、27日（木曜日：全６回）

時 間 午後２時～３時30分
場 所 町生涯学習センター　視聴覚室
定 員 ８人（先着順）

内 容
基本操作ができる方にお勧めの中級講座。LINE の活
用術やキャッシュレス、Google マップの便利な使い
方など、すぐに役立つ内容を分かりやすく学べます。

講 師 吉
よし
井
い
　清

きよ
人
と
さん　　吉

よし
井
い
　未

み
来
く
さん

参加費 500円
準備物 筆記用具、スマートフォン
申込期間 ６月８日（月）～19日（金）
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さわやか登山教室参加者募集 （無料）
　阿蘇の山々を一望できる「冠ヶ岳―地蔵峠」を歩く登山教
室を開催します。初心者歓迎です。
●日　　時　�７月25日（土）　（雨天中止）�

午前６時30分集合、午後２時解散 (予定 )
●集合場所　�町生涯学習センター　�

東駐車場（国道57号線側、砂利の駐車場）
●事前安全講習会　７月15日（水）開催予定
　※�詳細な日時・場所は、申込者へ別途通知します。
●行 き 先　阿蘇郡西原村　冠ヶ岳 - 地蔵峠（初心者向け）
●参加対象　町内在住または在勤者
●定　　員　25人程度
　（※原則先着順ですが、初心者を優先します）
●申込期間
　６月８日（月）～定員に達するまで
　午前９時～午後５時（土日祝日除く）
　�　なお、二次元コードからのお申し込みは、
24時間可能です。

●申込方法　�二次元コードまたは電話、役場生涯
学習課（２階）に申込書を提出

●そ の 他
　�　怪我や事故などは、町が加入している保険の
適用範囲内で対応します。

　　雨天時は次に該当する場合は中止します。
　・�前日午後４時時点の気象庁の公表で降水確率

が80％以上の場合
　・当日午前５時時点で荒天の場合
●問い合わせ
　役場生涯学習課　生涯スポーツ係� ☎096（293）2180

令和8年度歴史講座開催のお知らせ
●日　　時　�６月26日（金）午前10時～11時30分
　　　　　　（全３回予定）
　　　　　　10月23日（金）午前10時～11時30分
　　　　　　12月11日（金）午前10時～11時30分
　　　　　　※日時は変更になる可能性があります。
●内　　容　『おおづ－いま・むかし－』を読み解く
　　　　　　�第１回目は講義形式、第２回目と第３回目は現

地を回ります。（予定）
●場　　所　大津町歴史文化伝承館　ほか
●申込期間　�６月９日（火）～16日（火）
　　　　　　（休館日の月曜日を除く）
　来館・電話：�受付時間は午前９時～午後４時30分
　オンライン：�申込開始日の午前９時から申込終了日の午後

４時30分まで（二次元コードからのお申し込み
は24時間可能です。）

●対　　象　町内に在住または通勤している人
●定　　員　30人（先着順）
●参 加 費　無料
●申込方法
　�　歴史文化伝承館に直接来館、または、電話
かオンラインにてお申し込みください。

●申し込み・問い合わせ
　町歴史文化伝承館� ☎096（293）4100
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生涯学習『出前講座』一覧表
No. 講座名 内容（サブタイトル） 担当課
1 大津町議会について 議会の仕組みや運営状況などについて 議 会 事 務 局
2 安心・安全なまちづくり 防災・防犯・交通安全の取り組みについて 防 災 交 通 課
3 消費者トラブルに遭わないために 消費者トラブルの未然防止・トラブルに遭ったときはどうする？ 総 務 課
4 「水水（みずみず）」ポイントについて “元気大津づくり活動事業”と「水水（みずみず）」ポイントのしくみ 総 務 課

5 身の回りの人権問題 部落差別や障がい者差別、LGBTQ+、外国人の人権など時代にあった
新しい人権感覚を養う。 人 権 推 進 課

6 当たり前を考えよう！互いを認め合い、自分
らしく生きるために 「男と女の役割」って何？、男女共同参画社会とは？ 人 権 推 進 課

7 町の将来像は… 振興総合計画やまちづくりについて 総 合 政 策 課
8 大津町ってどんな町 数字で見る大津町ってどんな町 総 合 政 策 課
9 町の家計簿 町のローンや収入は…予算、決算から 財 政 課
10 知っておきたい税情報 町税について 税 務 課

11 地域で守る地域防災計画・避難計画 地域の支援が必要な人へ、日ごろから見守りや災害時の避難ができるよ
う地域で計画をつくります。 福 祉 課

12 「地域共生社会」「地域福祉」ってなんだろう 住んでいる地域の皆が助け合い、安心して暮らせる地域づくりを考え�
ます。 福 祉 課

13 発達障がいの特徴と子ども達への関わり方 発達障がいの症状や特性など、実例をふまえた支援のポイントについて 福 祉 課
14 障がい福祉サービスについて学ぼう 障がい福祉サービスの種類、申請の方法、手続きの流れについて 福 祉 課
15 みんなで支える介護保険 安心して老後を過ごすために 介 護 保 険 課
16 認知症サポーター養成講座 認知症の知識や対応方法を学びます。 介 護 保 険 課
17 人生100年時代をいきいきと過ごすために 生きがい、役割をもって生涯現役の実現ができるように 介 護 保 険 課
18 フレイル予防について 低栄養やフレイル（虚弱）予防について 介 護 保 険 課

19 成年後見制度って？ 認知症や障がいなどによって自分で判断ができなくなったときの権利や
財産を守るための制度について 介 護 保 険 課

20 健康づくり講座 生活習慣病の予防や感染症、健康づくり全般について 健 康 保 険 課
21 ゴミの分け方・出し方について 極めよう！ゴミ分別　これであなたも分別名人！ 環 境 保 全 課
22 おおづの農業 農業のあらましについて 農 政 課
23 農地を守ろう　活かそう　みんなの農用地 農用地の有効利用「農用地を貸す方法、規模拡大を図る」 農 業 委 員 会
24 大津町の祭りと観光 大津町の祭りと観光について 商 業 観 光 課
25 「まちの都市計画」都市計画ってなあに？ 都市計画道路や用途地域、都市計画マスタープランなどについて 都 市 計 画 課

26 道路のはなし 道路の種類や町道はどのくらいあるのか、大津町の道路整備の現状や維
持管理について 建 設 課

27 大津町の下水道事業について 大津町公共下水道・農業集落排水・浄化槽設置について 下 水 道 課
28 幼稚園・保育園について 幼稚園と保育園の入園などについて 子育て支援課
29 大津町の学校教育 学校の現状と、夢を叶える特色ある教育実践について 学 校 教 育 課
30 家庭でできる給食メニュー 学校給食を知って給食のしくみと安全性を理解 学 校 教 育 課

31 出張！出前図書館 おすすめの本の紹介や布絵本、パネルシアターなど、おおづ図書館が地
域に出張します。※協力：図書館友の会 図 書 館

32 水と大津の歴史 水を中心とした大津町の歴史について 生 涯 学 習 課
33 軽スポーツ教室 ルールが簡単で気軽にできるスポーツの紹介 生 涯 学 習 課

出前講座をご利用ください出前講座をご利用ください
●申し込み・問い合わせ：生涯学習課　生涯学習係　☎096（293）2180

町が行う仕事などで、町民の皆さんが「聞きたい、知りたい、学びたいこと」を町の職員や専門家な
どが講師となり、お話や説明をするものです。
町内在住・在勤または通学している５人以上の団体・グループならだれでも申し込みできます。代表
の人が受講希望日の14日前までに役場生涯学習課へお申し込みください。また、申し込みをする前に、
担当課と日時や内容を調整してください。
・担当課の業務の都合により、希望の日程に実施できない場合があります。
　また、行政への要望などをお聞きする場ではありません。
・開催する場所や通知は、申請者が準備してください。

出前講座とは？

申込方法は？

注 意 事 項
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「ニュースポーツ教室」

　ニュースポーツとは年齢、性別など問わず誰もが気軽
に楽しめるように作られた新しいスポーツです。初心者、
お友達やご家族とのご参加も大歓迎です。たくさんのご
参加お待ちしております。
●日　　時：�７月４日、11日、18日、25日
　　　　　　（毎週土曜日　全４回）　午前10時～11時     
●申込期間：６月８日（月）　午前９時～
●場　　所：大津町総合体育館　会議室 
●対　　象：どなたでも　　
●定　　員：15人
●参 加 費：１回１人500円
●持 参 物：
　動きやすい服装、タオル、飲み物、室内シューズ
●講　　師：大津町スポーツ推進委員
●申し込み・問い合わせ：
　�NPO法人クラブおおづ　町総合体育館
　� ☎096（293）8088

期日 曜日 大　会　名 開始時間 会場

5/29～6/1 金～月
令和８年度第54回熊本県高
等学校総合体育大会バドミ
ントン競技

13：00～ 総　体

6 土 大津町サッカー協会 U-13
フェスティバル 9：00～ スポ森

6・7 土 ･日 KFA 第52回熊日学童オリ
ンピックサッカー競技大会 9：00～ スポ森

6・7 土 ･日 熊日旗学童軟式野球第４ブ
ロック予選大会 9：00～ 髙尾野

7 日 菊池郡市民バスケットボー
ル競技 9：00～ 総　体

7 日 熊日旗学童軟式野球第４ブ
ロック予選大会 9：00～ 町　グ

13･14 土 ･ 日 第46回熊本県中学選抜バ
レーボール選手権大会 9：00～ 総　体

13･14 土 ･ 日 KFA 第52回熊日学童オリ
ンピックサッカー競技大会 9：00～ スポ森

20 土 わんぱくの森 10：00～
総　体
スポ森

期日 曜日 大　会　名 開始時間 会場

20～22 土～月 菊池郡中学校総合体育大会
サッカー競技 8：30～ スポ森

21 日 クラブおおづ主催初夏の団
体戦バドミントン大会 9：00～ 総　体

21 日 秋季一部・二部軟式野球予
選大会 9：00～ 町　グ

27 土
高円宮杯 JFA　U-18サッ
カープリンスリーグ2026
九州１部

11：00～ スポ森

27･28 土 ･ 日 スポ森ジュニアユースサッ
カーフェスティバル 9：00～ スポ森

27･28 土 ･ 日 スポ森サッカーフェスティ
バル 9：00～ スポ森

27･28 土 ･ 日 西日本男子ソフトボール選
手権大会県予選会 9：00～ 町　グ

28 日
高円宮杯 JFA　U-18サッ
カープリンスリーグ2026
九州２部

11：00～ スポ森

変更や中止の可能性もありますので、あらかじめご了承ください。
詳細は大会のホームページなどをご確認ください。

町運動公園（総合体育館）総　体 町運動公園（スポーツの森・大津）スポ森 町民グラウンド町　グ

高尾野グラウンド髙尾野 町運動公園（弓道場）弓道場

町生涯学習センター文化ホールホール

町山村広場グラウンド山村Ｇ

スポーツインフォメーション・催し物情報スポーツインフォメーション・催し物情報（６月分）（６月分）

「わんぱくの森」開催！

　６月20日（土）に「わんぱくの森」を開催します！
　レアスポーツや親子スポーツ体験、ロアッソ熊本スタッ
フによるサッカー教室、芝生の上を裸足で徒競走など、
子どもから大人まで気軽に楽しく運動できる企画を多数
開催！パトカーの展示やキッチンカーの飲食ブースもあ
ります！
　申込不要、参加費無料なのでご家族やお友達などと気
軽にお越しください！
　たくさんのご参加をお待ちしております！
●日　時：６月20日（土）　午前10時～午後３時     
●場　所：
　大津町総合体育館　大津町運動公園球技場　周辺
●対　象：どなたでも
●参加費：無料（一部プログラムは申込必要）
●問い合わせ：
　大津つなぐプロジェクト　町総合体育館
　� ☎096（293）8088

▼詳しくは
こちら
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　令和８年10月１日採用予定の職員採用試験（経験者採用）を行います。
　職種ごとに年齢や資格、経験年数などの条件がありますので、詳しくは町ホームページか役場総務課
に用意してある試験案内をご覧ください。
●募集職種　行政、土木（いずれも民間企業など職務経験者）
●受付期限　６月26日（金）
●試験内容

※�職務能力試験については、基礎的な内容が出題されます。また、「国内外の社会情勢への理解」の問題では、公的部門の職
員として必要な基礎知識（社会常識や義務教育の中で学んだこと）や、ニュースなどで報道された内容が出題されます。

　令和８年７月１日採用予定の任期付職員（任期を定めて勤務する職員）を募集しています。
●募集職種　一般事務
●受付期限　６月15日（月）
　詳しくは町ホームページか役場総務課に用意してある試験案内をご覧ください。

令和８年度大津町職員採用（経験者採用）試験案内

任期付職員（産休育休など代替）募集

●申し込み・問い合わせ　役場総務課　人事秘書係　☎096（293）3111

町ホーム
ページは
こちら▼

町ホーム
ページは
こちら▼

試験科目 出　　題　　内　　容
職務能力試験

（60題・１時間）
論理的に思考する力、文章を正確に理解する力、統計などの資料を分析する力、国内外
の社会情勢への理解などを確認するための基礎的な出題

職務適応性検査
（20分） 公務部門の職員としての職務への適応性を、性格傾向の面からみるもの

10月
採用

　行政区嘱託員は、町政の推進に関することや町からの文書などの配布、風水害・災害時の情報提供や行政区内住民の転
入・転出などの把握など、住民と行政（役場）をつなぐ役割を担っています。

●問い合わせ　役場総務課　行政係　☎096（293）3111 

令和８年度行政区嘱託員名簿
行政区 嘱託員氏名

内 牧 中
なか
野
の
　節

せつ
生
お

外 牧 平
ひら
野
の
　光

みつ
雄
お

錦 野 錦
にしき
野
の
　隆

たか
夫
お

鳥 子 川 野
の
田
だ
　　修

おさむ

岩 坂 渡
わた
辺
なべ
　守

もり
行
ゆき

瀬 田 本
ほん
田
だ
　清

せい
喜
き

大 林 小
こ
西
にし
　忠

ただ
義
よし

吹 田 中
なか
村
むら
　克

かつ
則
のり

森 林
はやし
田
だ
　昭

あき
博
ひろ

上 陣 内 宮
みや
本
もと
　俊

しゅん
一
いち

中 陣 内 倉
くら
田
た
　東

とう
一
いち

中 島 中
なか
尾
お
　精

せい
一
いち

下 陣 内 田
た
中
なか
　吉

よし
葊
ひろ

町 益
ます
田
だ
　知

かず
郎
ろう

下 町 大
おお
田
た
黒
ぐろ
　眞

まこと

鍛 冶 樋
ひ
口
ぐち
　清

せい
矢
や

大 津 東 南
なん
部
ぶ
　弘

ひろ
幸
ゆき

立 石 上
うえ
田
だ
　耕

こう
輝
き

行政区 嘱託員氏名
室 北 松

まつ
本
もと
　幸

こう
祐
すけ

北 出 口 緒
お
方
がた
　祐

ゆう
二
じ

室 西 笠
りゅう
　　　誠

まこと

あ け ぼ の 井
い
　江

え
津
つ
子
こ

灰 塚 西
にし
本
もと
　順

じゅん
次
じ

新 合
こう
志
し
　信

しん
二
じ

引 水 高
たか
野
の
　孝

たか
光
みつ

引 水 東 甲
か
斐
い
　堅

けん
一
いち

高 尾 野 矢
や
野
の
　利

とし
彦
ひこ

新 小 屋 田
た
中
なか
　良

よし
昭
あき

上 猿 渡 坂
さか
本
もと
　一

かず
正
まさ

下 猿 渡 野
の
村
むら
　哲

てつ
也
や

御 所 原 桒
くわ
野
の
　幸

ゆき
春
はる

馬 場 松
まつ
本
もと
　修

しゅう
征
せい

宮 本 宇
う
野
の
　勝

かつ
彦
ひこ

多 々 良 松
まつ
本
もと
　修

のぶ
明
あき

仮 宿 府
ふ
内
ない
　啓

けい
修
しゅう

米 山 金
かね
田
だ
　新

しん
一
いち

行政区 嘱託員氏名
後 迫 本

ほん
田
だ
　正

まさ
則
のり

緑 ヶ 丘 毎
まい
床
とこ
　用

よう
司
じ

上 鶴 士
し
野
の
　誠

せい
史
し

上 鶴 南 吉
よし
永
なが
　敏

とし
明
あき

上 大 津 原
はら
部
べ
太
たい
士
し
朗
ろう

美咲野１丁目 横
よこ
尾
お
　　誠

まこと

美咲野２丁目 野
の
山
やま
ひろみ

美咲野３丁目 加
か
来
く
　純

じゅん
一
いち

美咲野４丁目 田
た
北
きた
　幸

さち
雄
お

楽 善 首
しゅ
藤
どう
　誠

せい
治
じ

日 吉 が 丘 井
い
芹
せり
　德

とく
治
じ

西 嶽

相
そう
馬
ま
　隆

たか
明
あき水源町・西窪

松古閑・塘町
中 央 松

まつ
坂
さか
　　孝

たかし

中 学 通 り 吉
よし
田
だ
　和

かず
信
のぶ

駅 通
大
おおつか

　秀
しゅう
一
いち

室 東

行政区 嘱託員氏名
古 城 斎

さい
藤
とう
　忠

ただ
則
のり

真 木 三
み
浦
うら
　繁

しげ
幸
ゆき

護 東 東
ひがし
　　春

はる
男
お

御 願 所 木
き
本
もと
　一

かず
範
のり

上 中 大
おお
村
むら
　純

じゅん
一
いち

下 中 西
にし
岡
おか
　公

きみ
浩
ひろ

片 俣 清
きよ
田
た
ゆかり

小 林 合
こう
志
し
美
み
智
ち
子
こ

今 村 三
み
池
いけ
　　敏

さとし

杉 下 田
た
代
しろ
　祐

ゆう
一
いち

杉 上 永
なが
山
やま
　修

しゅう
一
いち

上 の 原 川
かわ
端
ばた
　隆

たか
広
ひろ

源 場 松
まつ
永
なが
　富

とみ
幸
ゆき

つ つ じ 台 芳
よし
武
たけ
　敏

とし
雄
お

桜 丘 今
いま
村
むら
　辰

たつ
則
のり

（敬称略）

令和８年度行政区嘱託員をご紹介します
～住民の皆さんと役場をつなぐパイプ役～ 
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ま
ち
の
わ
だ
い

　４月22日、町内の小学校４年生363人を対象に、地
域組織活動クラブ会長の野口美鈴さんから手作りの光る
防犯キーホルダーが寄贈されました。これは、同クラブ
が児童館とともに平成21年から続けてきた活動で、子
どもたちの安全を願い毎年贈られ、昨年募集した交通安
全などの標語が添えてあります。吉良教育長は「標語を
考えることや、キーホルダーをもらうことで安全意識が
高まります」と話しました。野口さんは「子どもたちが安
心して登下校できることを願っています」と話しました。

地域組織活動クラブが光る防犯キーホルダーを寄贈

大津町地域組織活動クラブ　野
の
口
ぐち
美
み
鈴
すず
会長㊨

震災の記憶と教訓を未来へ

　町文化ホールで４月14日に「大津町熊本地震セミ
ナー」を開催しました。セミナーでは、大津高校メディ
ア放送部が制作した映像や、地震の体験を基に描かれた
絵画「more。」、記録写真などを通して、10年の歩みを
振り返りました。また、町民生委員児童委員協議会長の
吉
よし
田
だ
和
かず
信
のぶ
さんによる防災講話、当時の美咲野小学校児童

による歌唱映像の上映も行われ、参加者は震災の記憶と
教訓を未来へつなぐとともに、災害に強く、互いに支え
合える地域づくりへの思いを共有しました。

熊本地震から10年を振り返る

作者の大津高校　西
にし
田
だ
佳
か
世
よ
教諭による「more。」の紹介

４年生に防犯キーホルダー

　民生委員・児童委員に対する厚生労働大臣特別表彰状
伝達式が４月13日に行われました。この表彰は民生委
員・児童委員として職務に精励しその功績が特に顕著で
あると認められる人に贈られるもので、小野ケサ子さん
が受賞されました。小野さんは平成22年から令和７年
までの15年間、高齢者の見守りや相談支援、熊本地震
の際の避難所支援など地域住民の生活支援に尽力されま
した。

厚生労働大臣特別表彰を受賞

受賞した小
お
野
の
ケサ子

こ
さん㊨

廃食油（廃植物油）の再利用

　地域学校協働推進委員の協力のもと、３月29日に美
咲野小学校で廃食油を再利用した石けん作りが行われま
した。児童は、廃食油に苛

か
性
せい
ソーダを混ぜて、廃油石け

ん作りを体験しました。児童からは、「廃油石けんを広
めて、大津町の環境をより良くしていきたい」といった
感想が寄せられました。今回作った石けんは、今後、小
学校で使用される予定です。

廃油石けんで持続可能な大津町

廃油石けんを作る児童と先生

長年の民生委員活動で受賞
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INFORMATIONINFORMATION
インフォメーション

大
津
町
く
ら
し
重
点
支
援
商
品
券（
対
象

者
一
人
あ
た
り
１
万
円
）は
、
使
用
期

限
が
６
月
30
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
期
限

を
過
ぎ
る
と
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
お
早
め

に
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

　
取
扱
店
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、
郵
便
の
保
管
期
間
経
過
に
よ
り
受
け

取
り
が
済
ん
で
い
な
い
人
は
、
役
場
商
業
観
光

課
で
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
本
人
確
認

が
で
き
る
書
類
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い（
別
世

帯
の
人
が
代
理
で
受
け
取
る
場
合
は
委
任
状
が

必
要
で
す
）。

商品券の使用は６月30日（火）まで
◦問い合わせ　役場商業観光課　商業観光係　☎096（293）3115

使用
期限

　取扱店は▼

こちらのポスターが目印

社会を明るくする運動ほか合同大会
◦問い合わせ　役場生涯学習課　☎096（293）2180　福祉課　☎096（293）3510　人権推進課　☎096（293）0863

推進
月間

　７月は「社会を明るくする運動」の推進月間です。犯罪や非行を防止し、罪を犯した人の立ち直りを地域で支えるため
に、住民がひとつになった取り組みを進めます。
　また、いまだに地域社会に残る偏見を見つめなおし、部落差別（同和問題）をはじめ、あらゆる人権問題の解決と、子ど
もたちに託せる明るい地域社会づくりを推進することを目的として、次の大会を合同で開催します。

第76回 社会を明るくする運動社会を明るくする運動
第32回 大津町人権・同和教育推進大会大津町人権・同和教育推進大会
第17回 子どもの未来を創る推進大会子どもの未来を創る推進大会

◆社会を明るくする運動伝達式
　◦内閣総理大臣・県知事からのメッセージ伝達
　◦菊池地区保護司会大津支部活動発表
◆大津警察署管内現状報告
◆人権作文発表
　◦町内小中学校の児童生徒による作文発表

主催：保護司会大津支部・大津町更生保護女性会、大津町人権・同和教育推進協議会、大津町青少年育成町民会議
共催：大津町、大津町教育委員会

託児あります
※３～６歳のお子様15人まで。
　予約が必要です。生涯学習課まで。
　申込期限：６月26日（金）

７月４日（土）　午前９時30分～11時30分（受け付け 午前９時～）日時

大津町生涯学習センター　文化ホール場所

「子どもをとりまく性犯罪の現状など」講演

熊本県警察本部広報県民課犯罪被害者支援室講師

イベント
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INFORMATIONINFORMATION
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価
格
高
騰
の
影
響
を
受
け
て
い
る
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
使
用
世
帯
へ
支
援
金
を
給
付
し
ま
す
。

●
給
付
対
象
者

　
町
内
で
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
と
供
給
契
約

を
結
び
、
実
際
に
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
を
使
用
し
て
い
る

契
約
者

　
※�
法
人
名
や
屋
号
で
の
契
約
、
質
量
販
売
は

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

　
※
使
用
実
績
が
無
い
場
合
は
対
象
外
。

●
給
付
額　
一
契
約
あ
た
り
３
，
０
０
０
円

　
※�

二
世
帯
住
宅
な
ど
で
契
約
が
二
つ
に
分
か

れ
て
い
る
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
が
対
象
と
な

り
ま
す
。

　
※�

新
規
申
請
に
は
直
近
の
検
針
票
が
必
要
で

す
。

●
申
請
期
間

　
６
月
１
日（
月
）～
８
月
31
日（
月
）

●
申
請
方
法

　
①�

令
和
７
年
度
に
第
３
弾
支
援
金（
５
，
０

０
０
円
）を
受
給
し
、
令
和
８
年
５
月
１

日
時
点
で
引
き
続
き
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
を
使
用
し

て
い
る
場
合

　
　

�

支
援
金
事
務
局
か
ら
通
知
書
ま
た
は
メ
ー

ル
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
通
知
書
な
ど
受
領

後
、
順
次
通
知
書
な
ど
に
記
載
の
口
座
に

自
動
で
振
り
込
ま
れ
ま
す
。
受
給
を
希
望

し
な
い
場
合
と
振
込
先
が
異
な
る
場
合
の

み
、
事
務
局
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
②　
①
以
外
の
場
合

　
　

�

支
援
金
事
務
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
店
か
ら
配
布
さ
れ
る
「
支

援
金
の
お
知
ら
せ（
チ
ラ
シ
）」
の
申
請
方

法
を
ご
確
認
の
上
、
郵
送
ま
た
は
オ
ン
ラ

イ
ン
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

ＬＰガス使用世帯へ支援金（第５弾）を給付します
◦問い合わせ　熊本県ＬＰガス支援金コールセンター　☎096（300）8202（平日午前９時～午後５時）

支援
金

英語検定料の一部を補助します
◦申し込み・問い合わせ　役場学校教育課　学務係　☎096（293）3349

補助
金

　町では、児童生徒の主体的な学びの育成と意欲の向上、英語検定の保護者負担を軽減するため、検定料の一部を補助し
ています。
●対 象 者　小中学校に就学する児童生徒の保護者で、町内に住所を有する人。
●補助対象　�実用英語技能検定・英検 S―CBT、英検 S―Interviewを受験した際に保護者が支払った検定料
　　　　　　※受験級や合否は問いません。
●補助回数　児童生徒１人当たり１年度につき３回　
●補 助 額　 英語検定区分 受験級 検定料 補助額

実用英語技能検定

　１級 12,400円 　　 　 6,200円
準１級 10,400円 　　 　 5,200円
　２級 9,000円（6,800円） 3,400円

準２級プラス 8,600円（6,300円） 3,100円
準２級 8,400円（6,000円） 3,000円
　３級 6,800円（4,900円） 2,400円
　４級 4,600円（2,800円） 1,400円
　５級 4,000円（2,400円） 1,200円

英検 S-CBT

準１級 10,500円 　　 　 5,200円
　２級 9,600円 　　 　 4,800円
準２級 9,000円 　　 　 4,500円
　３級 7,700円 　　 　 3,800円

英検 S-Interview

　１級 12,500円 　　 　 6,200円
準１級 10,500円 　　 　 5,200円
　２級 9,600円 　　 　 4,800円
準２級 9,000円 　　 　 4,500円
　３級 7,700円 　　 　 3,800円

●申請方法　必要書類を揃えて、在籍する町立学校または学校教育課に提出してください。
●必要書類　・補助金交付申請書兼請求書　　　　　　　　　　・検定料の領収証の写しまたは受験票の写し
　　　　　　・受験を確認できる書類（合否通知書の写しなど）　・口座の通帳またはキャッシュカードのコピー　　　　　　　　
　　　　　　※申請書と請求書は町ホームページからダウンロードできます。
●申請期限　令和９年３月５日（金）まで　※前年度の受付は終了しました。

※検定料の（　）書きは、準会場校での検定料
※就学援助の認定を受けている場合は負担した受験料の全額が補助額となります。
※検定当日に欠席した場合は、補助対象としません。
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　国土交通省水管理・国土保全局と気象庁は、５月29日から新たな防災気象情報の運用を開始しました。
　この新たな防災気象情報では、河川氾濫・大雨・土砂災害・高潮の警報などを、避難行動に対応した５段階の警戒レベ
ルと整合させ、災害発生の危険度に応じたレベルの数字を名称に含めて発表します。レベル５の氾濫特別警報やレベル４
の危険警報も新たに開始するなど、現行の大雨警報や洪水注意報などが大きく変わります。

５月から防災気象情報が新しくなりました
◦問い合わせ　役場防災交通課　防災消防係　☎096（285）5006

防災

　災害から地域を守る防災リーダー（防災士）を育成す
るため防災士養成講座を開催します。
　防災意識を高め、防災士として地域への貢献をお考
えの人や防災士のいない行政区にお住まいの人はもれ
なく受講をお勧めいたします。
日時　①８月29日（土）　午前８時45分～午後５時
　　　②８月30日（日）　午前９時～午後５時
　　　③９月５日（土）　 午前９時～午前11時30分
※�最終日（９月５日）講座終了後、ＮＰＯ法人日本防災
士機構による防災士認証試験を実施します。

場所　菊陽町総合体育館　多目的室
内容　災害知識の習得、防災士が行う各種訓練など

防災士養成講座の受講生を募集

費用　12,000円（教本代、受講料、認証登録費用）
※�防災士認証登録後に費用の全額補助を受けることが
できますが、大津町防災士連絡協議会への入会が必
要です。

定員　20人（予定）
申込方法　�受講申込書を提出してください。申込書は

役場防災交通課窓口で受け
取るか、町ホームページか
らダウンロードできます。

申込期限　６月26日（金）必着

新たな防災気
象情報に関す
る特設ページ

河川氾濫 大雨
低地の浸水や

洪水予報河川以外の
外水氾濫も含む

土砂災害
急傾斜地の

がけ崩れや土石流
町が発令する
避難情報
（基準）

（警戒レベルごとに）
住民がとるべき行動

水位周知河川
（白川）

河川ごと発表 市町村ごと発表

警戒レベル
５相当

レベル５
氾濫発生情報

レベル５
大雨特別警報

レベル５
土砂災害特別警報 緊急安全確保 命の危険

直ちに安全確保！

＜警戒レベル４までに危険な場所から必ず避難！＞

警戒レベル
４相当

レベル４
氾濫危険情報

レベル４
大雨危険警報

レベル４
土砂災害危険警報 避難指示 危険な場所から

全員避難

警戒レベル
３相当

レベル３
氾濫警戒情報

レベル３
大雨警報

レベル３
土砂災害警報 高齢者等避難

避難に時間を要する人は
早めに避難、避難の準備

など

警戒レベル
２相当

レベル２
氾濫注意情報

レベル２
大雨注意報

レベル２
土砂災害注意報

避難行動を確認
（避難場所や避難ルート
避難のタイミングなど）

警戒レベル
１ 早期注意情報 災害への心構えを高める

新しい防災気象情報

町ホーム
ページは
こちら▼

どう新しくなったの？

防災気象情報
　レベル３の警報やレベル４の危険警報が発表されたら、町からの避難指示などに十分留意いただくと
ともに、大雨などで危険度が高まった地域が地図で表示される「キキクル」や河川の水位、土砂災害情
報を参照して、危険な場所にいる人は早めの避難を心がけてください。
　情報が発表された際にどのような行動をとるか、ご家庭や地域、職場内であらかじめ決めていただく
ようお願いします。
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食
生
活
改
善
推
進
員
を
養
成
す
る
た
め
の

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

食
改
さ
ん
は
、「
私
た
ち
の
健
康
は
私
た
ち

の
手
で
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
地
域
で
食
育
や

健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

子
ど
も
向
け
の
料
理
教
室
や
生
活
習
慣
病
予
防

の
普
及
啓
発
、
地
域
イ
ベ
ン
ト
で
の
野
菜
摂
取

の
呼
び
か
け
や
郷
土
料
理
の
提
供
な
ど
、
幅
広

い
世
代
に
向
け
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
講
座
で
は
講
話
・
調
理
実
習
・
運
動
実
技
を

通
し
て
、
健
康
づ
く
り
に
必
要
な
知
識
と
実
践

力
を
身
に
付
け
ま
す
。
料
理
や
健
康
づ
く
り
に

関
心
の
あ
る
人
、
地
域
で
の
活
動
や
人
と
の
つ

な
が
り
を
大
切
に
し
た
い
人
に
も
お
す
す
め
で

す
。
年
齢
・
性
別
・
調
理
経
験
は
問
い
ま
せ
ん
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
期
間

　
７
月
～
翌
年
２
月（
全
８
回
・
月
１
回
）

●
時
間　
午
前
９
時
30
分
～
正
午（
予
定
）

●
場
所　
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ほ
か

●
対
象　
町
内
在
住
の
人

●
申
込
期
限　
６
月
26
日（
金
）

　
講
座
修
了
後
は
、
食
改
さ
ん
と
し
て
、
地
域

で
健
康
づ
く
り
の
活
動
に
参
加
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

※�

参
加
者
が
少
な
い
場
合
は
、
開
講
し
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

家族や地域の食生活を支える「食改さん」になりませんか？
◦問い合わせ　役場健康保険課　健康推進係（町子育て・健診センター内）　☎096（294）1075

食改
講座

大
津
町
で
は
、
犯
罪
に
よ
っ
て
身
体
や
心

が
傷
つ
い
た
人
や
、
そ
の
ご
家
族
・
ご

遺
族
を
支
援
し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
、「
犯
罪
被
害
者
等
支
援

条
例
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

　
犯
罪
被
害
者
な
ど
は
、
事
件
に
よ
る
被
害
だ

け
で
な
く
、
そ
の
後
の
生
活
や
仕
事
、
経
済
面

な
ど
に
も
影
響
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
周
囲
の
無
理
解
や
心
な
い
言
葉
に
よ
る

「
二
次
被
害
」
を
受
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

【
二
次
被
害
と
は
】

　
・
う
わ
さ
話
や
偏
見

　
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
情
報
拡
散　
な
ど

【
住
民
の
皆
さ
ん
に
で
き
る
こ
と
】

　
・
普
段
ど
お
り
に
接
す
る

　
・
う
わ
さ
話
や
憶
測
で
話
し
を
し
な
い

　
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
す
る

【
事
業
者
の
皆
さ
ん
に
で
き
る
こ
と
】

　
・
休
暇
取
得
や
勤
務
時
間
の
調
整

　
・
働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り

　
・
職
場
で
の
理
解
促
進
や
啓
発

　
犯
罪
被
害
は
誰
に
で
も
起
こ
り
得
ま
す
。
一

人
一
人
の
理
解
と
思
い
や
り
が
大
切
で
す
の
で

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
犯
罪
被
害
者
な
ど
の
町
の
支
援
に
つ
い
て
詳

し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

大津町犯罪被害者等支援条例を制定しました
◦問い合わせ　役場防災交通課　交通防犯係　☎096（285）5006

条例
制定

出
産
後
に
育
児
の
不
安
が
あ
る
人
、
心
身

の
ケ
ア
が
必
要
な
人
な
ど
を
対
象
に
、

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
、
産
後
の
サ

ポ
ー
ト
の
一
つ
と
し
て
、
産
後
ケ
ア
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
８
年
度
か
ら
宿
泊
型
・
通
所
型
の
利
用

施
設
を
拡
大
し
ま
し
た
。

●
利
用
で
き
る
人

大
津
町
に
住
所
を
有
す
る
産
後
１
年
未
満
の

お
母
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん（
産
後
１
年
未
満
に

は
、
流
産
・
死
産
な
ど
の
場
合
も
含
ま
れ
ま

す
）

●
サ
ー
ビ
ス
内
容

お
母
さ
ん
の
か
ら
だ
の
ケ
ア
お
よ
び
こ
こ
ろ

の
ケ
ア
、
授
乳
相
談
、
育
児
手
技
の
習
得
・

育
児
相
談

●
ケ
ア
の
種
別

訪
問
型
、
通
所
型（
２
時
間
・
５
時
間
）、
宿

泊
型

●
申
込
方
法

利
用
す
る
に
あ
た
っ
て
、
事
前
申
請
が
必
要

で
す
。（
申
請
書
ま
た
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

申
請
）

　
詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

産後ケア事業のご案内
◦問い合わせ　役場健康保険課　母子保健係（町子育て・健診センター内）　☎096（294）1075

産後
ケア

マ
マ
の
た
め
の
ほ
っ
と
ひ
と
息
。
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令
和
７
年
度
中
の
条
例
に
基
づ
く
公
開

請
求
は
全
部
で
32
件
で
し
た
。
内
訳
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　
令
和
７
年
度
中
の
条
例
に
基
づ
く
開
示

請
求
は
全
部
で
５
件
で
し
た
。
内
訳
は
次

の
と
お
り
で
す
。

実施機関 請求件数 公開 部分公開 非公開 不服申立て その他

町長 31件 25件 5件 1件 0件 0件

教育委員会 1件 1件 0件 0件 0件 0件

議会事務局 0件 0件 0件 0件 0件 0件

その他の機関 0件 0件 0件 0件 0件 0件

合計 32件 26件 5件 1件 0件 0件

※１件の請求に対し、複数の決定がなされる場合があるため、請求件数と決定件数の合計は必ずしも一致しま
せん。

情
報
公
開
関
係

個
人
情
報
保
護
関
係

実施機関 請求件数 開示 部分開示 不開示 不服申立て その他

町長 5件 3件 2件 0件 0件 0件

教育委員会 0件 0件 0件 0件 0件 0件

議会事務局 0件 0件 0件 0件 0件 0件

その他の機関 0件 0件 0件 0件 0件 0件

合計 5件 3件 2件 0件 0件 0件

※１件の請求に対し、複数の決定がなされる場合があるため、請求件数と決定件数の合計は必ずしも一致しま
せん。

令和７年度　大津町情報公開・個人情報保護の運用状況
◦問い合わせ　役場総務課　法制執務係　☎096（293）3111

情報
公開

※報酬や手当など募集の詳細は変更となる場合があります。
●募集期限　６月10日（水）
●受付時間　午前９時～午後５時（土日祝日を除く）
●申込方法　履歴書と各種資格証明書（写し）を役場総務課へ提出してください。
　　　　　　※郵送で応募する場合は、必ず職種を記入してください。
●任用期間　７月１日（水）～令和９年３月31日（水）
●そ の 他　原則面接を実施する予定です。報酬は、職種により月額、日額、時間額となります。
　　　　　　条件により期末勤勉手当が支給されます。

令和	８年度会計年度任用職員を募集します
◦申し込み・問い合わせ　役場総務課　人事秘書係　☎096（293）3111

職員
募集

職　種 勤務地 勤務日 勤務時間 資格など 報酬
時間給換算

社会
保険

雇用
保険 備　考

給食調理員
学校給食
センター

月～金 ８：30～16：45
調理師または 

実務経験
２年以上

1,338円～1,434円 有 有

給食調理
補助（Ｂ）

月～金のうち
４日 

（学校開校時のみ）
８：30～12：30 － 1,210円～1,238円 無 無

事務補助 子育て・
健診センター 月～金 9：00～15：30 － 1,210円～1,238円 有 有

学校支援員 町内小中学校 月～金 
（学校開校時のみ）

8：00～17：00
のうち 

５時間30分
－ 1,238円～1,287円 有 有
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移動購買車が運行中です
●問い合わせ　役場福祉課　福祉係　☎096（293）3510

移動
販売

主
に
店
舗
や
公
共
交
通
機
関
が
少
な
い
地
域
の
買

物
に
お
困
り
の
人
へ
の
支
援
と
し
て
、
農
協
の

地
域
移
動
購
買
車
が
運
行
し
て
い
ま
す
。
毎
週
１
回
、

町
内
の
各
地
を
巡
回
し
、
生
鮮
品
や
パ
ン
、
お
惣
菜
な

ど
の
食
品
か
ら
日
用
品
ま
で
、
い
ろ
い
ろ
な
商
品
を
お

届
け
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
い
時
間
や
場
所
は
、
役
場
福
祉
課
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

食料品、お菓子、日用品など取り揃えています

月曜 火曜 水曜 木曜 金曜

午前

瀬田区
大林区

内牧区
外牧区

上大津区
後迫区
高尾野区
新小屋区

中陣内区
上陣内区
中島区
岩坂区

新区
灰塚区
鍛冶区
西嶽区
真木区

午後

上の原区
杉上区
杉下区
今村区
上猿渡区

錦野区
森区
引水東区
立石区

つつじ台区
下陣内区
町区
下町区

大津東区
吹田区

岩坂区

販売ルート

⃝

お
惣
菜
や
お
弁
当
も
売
っ
て
い
る
の
で
、

お
昼
ご
飯
や
夕
ご
飯
の
献
立
に
も
助
か
っ

て
い
ま
す
。

⃝

中
心
部
ま
で
買
い
物
に
行
く
と
、
帰
り
の

荷
物
が
重
く
て
大
変
で
す
が
、
家
の
近
く

に
来
て
く
れ
る
の
で
あ
り
が
た
い
で
す
。

⃝

家
族
も
買
っ
て
き
て
く
れ
ま
す
が
、
自
分

で
選
ん
で
買
い
物
が
で
き
る
の
で
楽
し
い

で
す
。

⃝

毎
週
、
近
く
の
人
が
買
い
物
に
出
て
く
る

の
で
、
地
域
の
集
ま
り
の
場
、
見
守
り
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。

利用者の声利用者の声

旅
券
手
数
料
が
７
月
１
日
申
請
分
か
ら
改
定
さ
れ
ま
す
。　

手
数
料
の
改
定
直
後
は
、
申
請
が
大
幅
に
増
加
す
る
た

め
、
申
請
か
ら
交
付
ま
で
約
１
カ
月
を
要
す
る
こ
と
が
見
込
ま

れ
ま
す
。
７
月
、
８
月
に
海
外
渡
航
を
予
定
し
て
い
る
人
は
、

６
月
ま
で
に
旅
券
を
受
け
取
れ
る
よ
う
、
早
め
に
申
請
す
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

旅券手数料が７月１日から改定されます
◦問い合わせ　役場住民課　住民係　　☎096（293）3112

　　　　　　　　　　　　　　県国際課旅券センター　☎096（333）2160

料金
改定

年齢 旅券種別 現行手数料
（６月30日まで申請分）

改定後手数料
（７月１日以降申請分） 備考

18歳以上

10年 電子申請　15,900円 
窓口申請　16,300円

電子申請　8,900円 
窓口申請　9,300円

7,000円 
減額

５年 電子申請　10,900円 
窓口申請　11,300円

18歳以上 
５年旅券廃止

残存有効期間
同一旅券

電子申請　 5,900円 
窓口申請　 6,300円

電子申請　5,400円 
窓口申請　5,800円

500円減額 
（18歳未満は

申請できません）

18歳未満 
（12歳以上） ５年 電子申請　10,900円 

窓口申請　11,300円 電子申請　4,400円 
窓口申請　4,800円

6,500円 
減額

（12歳未満） ５年 電子申請　 5,900円 
窓口申請　 6,300円

1,500円 
減額

新しい手数料一覧
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●
検
査
受
診
期
限

　
11
月
30
日（
月
）

●
指
定
医
療
機
関

※
指
定
医
療
機
関
は
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　
役
場
健
康
保
険
課　
健
康
推
進
係

　
（
町
子
育
て
・
健
診
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
０
９
６（
２
９
４
）１
０
７
５

入
院
中
の
食
事
代
が
変
わ
り
ま
し
た

　
今
般
の
食
材
費
、
光
熱
費
等
の
影
響
を
受

け
、
厚
生
労
働
省
よ
り
入
院
中
の
食
事
療
養

費
に
関
す
る
改
正
が
あ
り
ま
し
た
。

　
６
月
１
日（
月
）か
ら
入
院
中
の
食
事
代
が

変
わ
り
ま
し
た
。
所
得
区
分
に
よ
っ
て
１
食

あ
た
り
20
円
か
ら
40
円
の
引
き
上
げ
と
な
り

ま
す
。
詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　
役
場
健
康
保
険
課　
国
保
・
医
療
係

☎
０
９
６（
２
９
３
）３
１
１
４

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　
役
場
会
計
課　
会
計
係

☎
０
９
６（
２
９
３
）５
３
５
５

阿
蘇
く
ま
も
と
空
港
ラ
イ
ナ
ー
が

有
料
に
な
り
ま
す

　
J
R
肥
後
大
津
駅
と
阿
蘇
く
ま
も
と
空

港
を
結
ぶ「
阿
蘇
く
ま
も
と
空
港
ラ
イ
ナ
ー
」

は
、
７
月
１
日
か
ら
有
料
で
の
運
行
と
な
る

予
定
で
す
。

●
運
行
開
始
日

　
７
月
１
日（
水
）

●
運
行
区
間

　
J
R
肥
後
大
津
駅
～
阿
蘇
く
ま
も
と
空
港

●
運
賃（
予
定
）

　
一
律
２
０
０
円

　
（
小
児
運
賃
の
設
定
は
あ
り
ま
せ
ん
）

●
支
払
方
法

　
J
R
肥
後
大
津
駅
や
空
港
に
設
置
す
る

券
売
機
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い（
電
子
決

済
対
応
）。

●
問
い
合
わ
せ

　
阿
蘇
く
ま
も
と
空
港
ラ
イ
ナ
ー
運
営
協
議

会
事
務
局（
県
交
通
政
策
課
）

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
１
６
５

「
ピ
ロ
リ
菌
抗
体
検
査
」
費
用

助
成

　
ピ
ロ
リ
菌（
ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
・
ピ
ロ
リ
）

は
細
菌
の
一
種
で
、
感
染
し
て
い
る
と
胃
が

ん
な
ど
の
病
気
を
発
症
す
る
原
因
と
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
血
液
や
尿
検
査
で
ピ
ロ
リ

菌
感
染
の
有
無
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
対
象
者

　
40
歳
以
上（
年
度
末
年
齢
）で
大
津
町
に
住

民
票
が
あ
る
人
。

　
た
だ
し
、
次
の
①
～
④
の
人
は
対
象
外
で

す
。

①�

明
ら
か
な
上
部
消
化
器
症
状
が
あ
り
、

胃
ま
た
は
十
二
指
腸
の
疾
患
が
強
く

疑
わ
れ
る
人

②�

食
道
、
胃
ま
た
は
十
二
指
腸
の
疾
患

で
治
療
中
の
人

③�

胃
ま
た
は
十
二
指
腸
の
手
術
歴
が
あ

る
人

④�

過
去
に
ピ
ロ
リ
菌
の
検
査
や
除
菌
を

し
た
こ
と
が
あ
る
人

●
検
査
の
流
れ

①�

町
子
育
て
・
健
診
セ
ン
タ
ー
へ
申
請

書
を
提
出
す
る
。

②�

指
定
医
療
機
関
に
予
約
す
る
。

　
（
血
液
検
査
ま
た
は
尿
検
査
を
選
択
）

③�
医
療
機
関
で
検
査
を
受
け
る
。
後
日
、

結
果
通
知
を
受
け
取
る
。

●
自
己
負
担
額

　
１
，
０
０
０
円

※
ピ
ロ
リ
菌
に
感
染
し
て
い
た
場
合
の
除
菌

治
療
の
助
成
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 お知らせ  募　　集 講　　座

介
護
保
険
料
の
特
例
措
置
に
つ
い

て
の
お
知
ら
せ

　
令
和
７
年
度
の
税
制
改
正
に
伴
い
、
令
和

８
年
度
の
介
護
保
険
料
は
、
税
制
改
正
前
の

基
準
で
判
定
す
る
特
例
を
設
け
ま
す
。
税
金

と
介
護
保
険
料
で
算
定
す
る
所
得
段
階
の
判

定
が
違
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　
役
場
介
護
保
険
課　
介
護
保
険
係

�

☎
０
９
６（
２
９
３
）３
５
１
１

町
か
ら
の
振
込
方
法
が
変
更
に

な
り
ま
す

　

公
金
振
込
手
数
料
の
有
料
化
に
伴
い
、

７
月
１
日（
水
）以
降
の
振
り
込
み
か
ら
、
複

数
件
の
請
求
が
あ
る
場
合
は
請
求
額
を
合
算

し
て
振
り
込
み
ま
す
。

●
対
象

①
７
月
１
日（
水
）以
降
の
振
り
込
み

②
支
払
日
が
同
日
の
複
数
件
の
振
り
込
み

③
振
込
先
口
座
が
す
べ
て
同
一

④
振
込
名
義
が
「
大
津
町
財
務
支
払
い
」

※
個
人
名
義
へ
の
振
り
込
み
も
合
算
の
対

象
で
す
。

　
振
込
方
法
の
変
更
に
伴
い
、
振
込
明
細
が

必
要
な
事
業
者
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　
公
金
振
込
手
数
料
の
削
減
の
た
め
、
ご
協

特
急
「
あ
そ
ぼ
ー
い
！
」
15
周
年

記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
参
加
者
募
集

　
平
成
23
年
６
月
４
日
か
ら
運
行
を
開
始
し

た
、
特
急「
あ
そ
ぼ
ー
い
！
」が
今
年
で
15
周

年
を
迎
え
ま
す
。

　
今
回
、
15
周
年
を
祝
し
て
肥
後
大
津
駅
で

の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
手
旗
を
配
布
し
、
駅

ホ
ー
ム
で
出
迎
え
と
見
送
り
を
行
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
か
ら
い
も
く
ん
と
グ
ラ
ン
パ

ワ
ー
ヒ
ノ
ク
ニ
と
一
緒
に
、
町
の
皆
さ
ん
や

肥
後
大
津
駅
利
用
者
の
皆
さ
ん
と
盛
り
上
げ

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
10
分
程
度
と
短
い
時
間
で
す
が
、
是
非
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

※
手
旗
を
も
っ
て
い
る
人
は
ホ
ー
ム
に
入
場

可
能
で
す
。

●
日
時　
６
月
13
日（
土
）

●
問
い
合
わ
せ　

　
役
場
商
業
観
光
課　
商
業
観
光
係

☎
0
9
6（
2
9
3
）3
1
1
5

高
尾
野
森
林
公
園
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ

ン
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会（
無
料
）

　
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
と
は
、
地
図

町ホーム
ページは
こちら▼

詳しくは
こちら▼

詳しくは
こちら▼

詳しくは
こちら▼

町ホーム
ページは
こちら▼
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す
。
設
置
補
助
金
が
必
要
な
場
合
は
必
ず

申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
対
象
者

　
次
の
①
か
②
に
該
当
す
る
こ
と

①�

町
内
在
住
の
人

②�

町
に
本
社
が
あ
る
ま
た
は
、
本
店
が

あ
る
法
人
で
町
内
の
農
地
を
耕
作
し
、

自
ら
農
業
な
ど
を
行
っ
て
い
る
こ
と

●
補
助
対
象

　
農
作
物
の
鳥
獣
被
害
防
止
を
目
的
と
す
る

電
気
牧
柵
・
箱
わ
な
な
ど
の
設
置

●
補
助
率

　
事
業
費
の
２
分
の
１
以
内（
上
限
５
万
円
）

●
問
い
合
わ
せ

　
役
場
農
政
課　
農
政
係

☎
０
９
６（
２
９
３
）３
１
１
６

わ
な
猟
免
許
取
得
を
補
助

　
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
の
被
害
を
防
ぐ

た
め
の
わ
な
設
置
に
は
免
許
が
必
要
で
す
。

申
請
に
必
要
な
書
類
な
ど
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※
免
許
取
得
後
の
申
請
は
受
け
付
け
で
き
ま

せ
ん

●
対
象
者

　
今
年
度
に
新
規
で
わ
な
猟
免
許
を
取
得
す

る
町
内
在
住
の
人

●
補
助
対
象

　
わ
な
猟
免
許
取
得
に
要
す
る
一
部
の
経
費

（
上
限
１
万
３
，
５
０
０
円
）

●
問
い
合
わ
せ

　
役
場
農
政
課　
農
政
係

☎
０
９
６（
２
９
３
）３
１
１
６

と
コ
ン
パ
ス（
ま
た
は
Ｇ
Ｐ
Ｓ
）を
主
な
道
具

と
し
て
、
野
外
や
自
然
の
中
で
定
め
ら
れ
た

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
探
し
出
し
、
ゴ
ー
ル

を
目
指
す
ス
ポ
ー
ツ
の
総
称
で
す
。
オ
リ
エ

ン
テ
ー
リ
ン
グ
や
、
最
近
で
は
ロ
ゲ
イ
ニ
ン

グ
な
ど
が
有
名
で
す
。

　
こ
の
度
、
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
の

体
験
会
を「
日
本
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
協

会
」の
協
力
に
よ
り
開
催
し
ま
す
。
本
格
的

な
競
技
を
気
軽
に
体
験
で
き
ま
す
。

　

年
齢
性
別
を
問
わ
ず
楽
し
め
ま
す
の
で
、

ち
ょ
っ
と
し
た
探
検
気
分
を
味
わ
い
た
い
人

な
ど
、
興
味
が
湧
い
た
人
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

　
今
後
の
岩
戸
渓
谷
遊
歩
道
復
旧
後
の
活
動

も
視
野
に
入
れ
た
取
り
組
み
で
す
。

●
日
時　
６
月
14
日（
日
）

　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
１
時（
予
定
）

●
申
込
期
限　
６
月
11
日（
木
）　
正
午

●
参
加
資
格　
15
歳
以
上
ま
た
は
保
護
者
同

伴
の
15
歳
未
満
の
人（
未
成
年
は
保
護
者

の
同
意
が
必
要
）

●
申
込
方
法
な
ど

　
詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

　
役
場
商
業
観
光
課　
商
業
観
光
係

☎
0
9
6（
2
9
3
）3
1
1
5

こ
こ
ろ
の
悩
み
、
相
談
で
き
ま
す

　
熊
本
連
携
中
枢
都
市
圏
で
チ
ャ
ッ
ト
に
よ

る
こ
こ
ろ
の
悩
み
相
談
が
で
き
ま
す
。
つ
ら

い
、
不
安
、
眠
れ
な
い
…
ど
ん
な
悩
み
で
も

結
構
で
す
。
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
予

約
不
要
、
料
金
は
無
料
で
す
。

※
通
信
料
に
関
し
ま
し
て
は
利
用
者
負
担
と

な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
期
限　
令
和
９
年
３
月
31
日（
水
）

〈
Ａ
Ｉ
へ
の
相
談
〉

●
時
間　
24
時
間
３
６
５
日

〈
専
門
相
談
員
へ
の
相
談
〉

●
日
時

　
毎
週
火
曜
・
日
曜

　

�

（
12
月
29
日
～
１
月
３
日
を
除
く
）

　
午
後
６
時
～
10
時

　

�

（
受
付
時
間
は
午
後
９
時
30
分
ま
で
）

●
相
談
方
法

●
問
い
合
わ
せ

　
役
場
健
康
保
険
課　
健
康
推
進
係

　
（
町
子
育
て
・
健
診
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
０
９
６（
２
９
４
）１
０
７
５

電
気
牧
柵
・
箱
わ
な
な
ど

設
置
費
用
を
補
助

　
農
作
物
の
鳥
獣
被
害
解
消
の
た
め
に
電
気

牧
柵
や
箱
わ
な
の
設
置
に
対
し
て
町
が
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。

　
申
し
込
み
に
は
見
積
書
や
申
請
書
が
必
要

で
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
設
置
後
の
申
請
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

申
請
順
で
審
査
し
、
交
付
決
定
を
行
い
ま

特
急
「
あ
そ
ぼ
ー
い
！
」
15
周
年

記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
参
加
者
募
集

　
平
成
23
年
６
月
４
日
か
ら
運
行
を
開
始
し

た
、
特
急「
あ
そ
ぼ
ー
い
！
」が
今
年
で
15
周

年
を
迎
え
ま
す
。

　
今
回
、
15
周
年
を
祝
し
て
肥
後
大
津
駅
で

の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
手
旗
を
配
布
し
、
駅

ホ
ー
ム
で
出
迎
え
と
見
送
り
を
行
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
か
ら
い
も
く
ん
と
グ
ラ
ン
パ

ワ
ー
ヒ
ノ
ク
ニ
と
一
緒
に
、
町
の
皆
さ
ん
や

肥
後
大
津
駅
利
用
者
の
皆
さ
ん
と
盛
り
上
げ

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
10
分
程
度
と
短
い
時
間
で
す
が
、
是
非
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

※
手
旗
を
も
っ
て
い
る
人
は
ホ
ー
ム
に
入
場

可
能
で
す
。

●
日
時　
６
月
13
日（
土
）

●
問
い
合
わ
せ　

　
役
場
商
業
観
光
課　
商
業
観
光
係

☎
0
9
6（
2
9
3
）3
1
1
5

高
尾
野
森
林
公
園
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ

ン
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会（
無
料
）

　
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
と
は
、
地
図

ＬＩＮＥ
アカウントは
こちら▼

専用二次元
コード▼

詳しくは
こちら▼

【当日の予定】
駅　名	 発着時刻�
熊本駅� 9：57発
	 ・	 ・
肥後大津駅� 10：25着
� 10：32発
	 ・	 ・
宮地駅� 11：32着

▼

詳しくは
こちら
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地
下
水
の「
水
量
」と「
水
質
」を 

守
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す

　
県
で
は
、
地
下
水
の
採
取
状
況
を
定
期
的

に
把
握
し
、
県
内
35
カ
所
の
観
測
井
戸
で
地

下
水
を
継
続
的
に
監
視
し
て
い
ま
す
。
そ
の

う
ち
７
カ
所
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
現
在

の
水
位
を
確
認
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
地
下
水
や
河
川
の
水
質
は
、
法
令

な
ど
で
規
制
さ
れ
て
い
る
物
質
に
加
え
、
規

制
さ
れ
て
い
な
い
物
質
も
調
査
し
て
い
ま
す
。

調
査
結
果
は
専
門
家
に
よ
る
委
員
会
で
検
証

し
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　
県
環
境
政
策
課

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
２
６
３

 お知らせ  募　　集 講　　座

金
婚
夫
婦
表
彰
の
受
け
付
け
を

行
い
ま
す

　
金
婚
夫
婦
表
彰
の
対
象
者
で
、
表
彰
に
申

し
込
み
を
す
る
人
は
、
役
場
窓
口
も
し
く
は

二
次
元
コ
ー
ド
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者

①�

昭
和
51
年（
１
月
１
日
～
12
月
31
日
）

に
結
婚
し
、
今
年
中
に
満
50
年
を
迎

え
る
ご
夫
婦

②�

昭
和
51
年
以
前
に
結
婚
し
た
が
、
金

婚
夫
婦
表
彰
の
申
し
込
み
を
今
ま
で

し
て
い
な
い
ご
夫
婦

●
窓
口
受
付
時
間

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時
15
分

　
（
土
日
祝
を
除
く
）

●
申
込
期
限

　
７
月
10
日（
金
）

●
式
典
開
催
日
時

　
９
月
16
日（
水
）　
午
前
10
時
30
分

●
式
典
開
催
場
所

　
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　
文
化
ホ
ー
ル

※
熊
本
日
日
新
聞
社
の
金
婚
表
彰
交
付
に

併
せ
金
婚
式
典
を
開
催
し
、
記
念
品
を

贈
呈
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　
役
場
介
護
保
険
課　
地
域
包
括
支
援
係

☎
０
９
６（
２
９
２
）０
７
７
０

ス
マ
ー
ト
農
業
機
械
の
購
入
費
用

を
助
成
し
ま
す
。

　
町
で
は
農
作
業
の
効
率
化
と
省
力
化
を
支

援
す
る
た
め
、
ス
マ
ー
ト
農
業
機
械
の
導
入

費
用
を
助
成
し
ま
す
。（
先
着
順
）

●
対
象
者

　
①
と
②
を
満
た
す
人

①�

町
内
に
住
所
を
有
す
る
個
人
事
業
主

か
町
内
に
主
た
る
事
業
所
を
置
く
法

人
②�

認
定
農
業
者
か
認
定
新
規
就
農
者

●
補
助
対
象

　
農
林
水
産
省
が
公
表
し
て
い
る
ス
マ
ー
ト

農
業
技
術
カ
タ
ロ
グ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

機
械
な
ど

※
交
付
決
定
前
に
導
入
し
た
機
械
は
補
助

対
象
外
と
な
り
ま
す
。

●
補
助
額

　
補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内
で
、
１

経
営
体
当
た
り
１
０
０
万
円
が
上
限
で
す
。

※
千
円
未
満
の
端
数
は
切
り
捨
て
る
。

※
申
請
は
１
年
度
で
１
回
の
み
。
ま
た
、

１
経
営
体
に
つ
き
同
様
の
機
能
を
有
す

る
機
械
の
申
請
は
１
回
を
限
度（
機
能

が
違
う
場
合
は
対
象
）

※
機
械
１
台
当
た
り
の
金
額
は
10
万
円
以

上

●
申
請
方
法

　
次
の
５
点
を
役
場
農
政
課
窓
口
に
ご
提
出

く
だ
さ
い
。

・
補
助
金
交
付
申
請
書

・
事
業
計
画
書

費目 件数 金額 主な内容

会　費 34 254,100円

⃝��令和７年度大津町区長会交流会
⃝�阿蘇くまもと空港周辺四カ町村首長意見

交換会
⃝�令和７年度全国町村長大会に伴う意見交

換会
⃝�あけぼの会例会懇親会
⃝�大津町企業と町行政との懇談会
⃝�大津町ＰＴＡ連絡協議会子育てフェスタ
⃝�菊池地域地域未来創造会議意見交換会

など

慶祝金 6 45,300円 
⃝�町内企業竣工式

　など
弔慰金 4 45,000円 ⃝�各種委員などの死亡時の香典・お花代
接遇費 2 5,030円 ⃝�来客用お茶代　など
その他 6 36,000円 ⃝�町長名刺代　など
合計 52 385,430円 

町
長
交
際
費
は
、
町
長
が
町
を
代
表
し
て
行
政
を
執
行
す
る
た
め
に
、

外
部
と
の
交
際
上
必
要
な
経
費
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

支
出
に
あ
た
っ
て
は
、『
大
津
町
長
交
際
費
支
出
基
準
に
関
す
る
規
程
』

に
基
づ
き
社
会
通
念
上
妥
当
な
範
囲
で
、
最
小
限
に
と
ど
め
る
よ
う
配
慮
し

て
い
ま
す
。

　
令
和
７
年
度
下
半
期
の
主
な
支
出
は
、
町
代
表
と
し
て
参
加
し
た
各
種
イ

ベ
ン
ト
の
会
費
な
ど
で
す
。
こ
れ
ら
の
交
際
費
に
つ
い

て
詳
細
を
知
り
た
い
場
合
は
、
情
報
公
開
の
請
求
が
で

き
ま
す
。

町長交際費公開（令和７年度下半期）
◦問い合わせ　役場総務課　人事秘書係　☎096（293）3111

申し込みは
こちら▼

詳しくは
こちら▼

▼地下水位リアル
タイム配信サイト
二次元コード

詳しくは
こちら▼
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ス
マ
ー
ト
農
業
機
械
の
購
入
費
用

を
助
成
し
ま
す
。

　
町
で
は
農
作
業
の
効
率
化
と
省
力
化
を
支

援
す
る
た
め
、
ス
マ
ー
ト
農
業
機
械
の
導
入

費
用
を
助
成
し
ま
す
。（
先
着
順
）

●
対
象
者

　
①
と
②
を
満
た
す
人

①�

町
内
に
住
所
を
有
す
る
個
人
事
業
主

か
町
内
に
主
た
る
事
業
所
を
置
く
法

人
②�

認
定
農
業
者
か
認
定
新
規
就
農
者

●
補
助
対
象

　
農
林
水
産
省
が
公
表
し
て
い
る
ス
マ
ー
ト

農
業
技
術
カ
タ
ロ
グ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

機
械
な
ど

※
交
付
決
定
前
に
導
入
し
た
機
械
は
補
助

対
象
外
と
な
り
ま
す
。

●
補
助
額

　
補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内
で
、
１

経
営
体
当
た
り
１
０
０
万
円
が
上
限
で
す
。

※
千
円
未
満
の
端
数
は
切
り
捨
て
る
。

※
申
請
は
１
年
度
で
１
回
の
み
。
ま
た
、

１
経
営
体
に
つ
き
同
様
の
機
能
を
有
す

る
機
械
の
申
請
は
１
回
を
限
度（
機
能

が
違
う
場
合
は
対
象
）

※
機
械
１
台
当
た
り
の
金
額
は
10
万
円
以

上

●
申
請
方
法

　
次
の
５
点
を
役
場
農
政
課
窓
口
に
ご
提
出

く
だ
さ
い
。

・
補
助
金
交
付
申
請
書

・
事
業
計
画
書

・
３
者
以
上
の
見
積
書

・
導
入
機
械
な
ど
の
カ
タ
ロ
グ

・
認
定
農
業
者
か
認
定
新
規
就
農
者
の
認

定
書
の
写
し

　
農
林
水
産
省
が
公
表
す
る
ス
マ
ー
ト
農
業

技
術
カ
タ
ロ
グ
な
ど
詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　
役
場
農
政
課　
農
政
係

☎
０
９
６（
２
９
３
）３
１
１
６

№３

今
月
の

こんばんは（夜）

手話通訳者が
役場にいます

毎月第２・第４火曜日
役場 1階福祉課まで

両手でパーを作って顔の横から
動かして胸の前でクロスします。
※カーテンを閉める様子を表します

「手話」は耳が聞こえない人の
大切な「言語」です

町民の皆さまへ

町職員による個人情報の不適切な取り扱いに対するお詫び

　このたび、町職員による１件の個人情報の目的外収集および利用行為が確認され、 

該当職員について懲戒処分を行いました。 関係者の皆さまに深くお詫びいたします。

　該当職員については戒告の懲戒処分、管理監督する立場にあった上司に対しては、 

口頭による厳重注意を行いました。

　このような個人情報の不適切な取り扱いは、町民の皆さまの信頼を失う行為であり、

誠に遺憾です。個人情報の管理体制の見直しや全職員へのコンプライアンス研修の再徹

底を行い、再発防止と町政の信頼回復に努めてまいります。

                                                                                             令和 8 年６月１日

大津町長　金田 英樹

詳しくは
こちら▼



募集中！ 子どもの元気な姿を、
載せてみませんか？

専用申込フォームよりお申し込みくだ
さい。
申し込み・問い合わせ
　役場総合政策課�
� 　☎096（293）3118 
※原則として、お子さまお一人につき
１回の掲載とさせていただきます。

※応募時の写真を掲載しています。

専用申込フォー
ムはこちら▼
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（
敬
称
略
）

お
な
ま
え

届
け
た
人

お
誕
生
お
め
で
と
う

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

（
敬
称
略
）

死
亡
者
氏
名

満
年
齢

住
　
所

野の

口ぐ
ち

　
璃り

人と

（
大
津
）
聖し

ょ
う

人と

府ふ

内な
い

　
　
蒼あ

お

（
室

）
大た

い
知ち

村む
ら

上か
み

　
瑞み

ず
樹き

（
引
水
）
千ち

咲さ
き

古ふ
る

庄し
ょ
う

　
碧あ

お
斗と

（
大
津
）
利と

し
康や

す

宮み
や

﨑ざ
き

　
悠ゆ

う
真ま

（
大
津
）
麻あ

さ
希き

岩い
わ

本も
と

　
滉こ

う
生き

（
大
津
）
美み

　ほ穂

嶋し
ま

村む
ら

　
碧あ

お
斗と

（
吹
田
）
里り

奈な

吉よ
し

本も
と

　
彩さ

桜お

（
室

）
翔し

ょ
う

一い
ち

郎ろ
う

木こ

實の
み

　
桜お

都と

（
引
水
）
千ち

香か

子こ

中な
か

村む
ら

莉り

乃の

空あ

（
大
津
）
祐ゆ

う
　た太

梅う
め

木き

　
依い

音と

（
森

）
大だ

い
輔す

け

安あ
ん

在ざ
い

　
　
蛍ほ

た
る

（
美
咲
野
）
香か

奈な

英え

南み
な
み

　
　
心こ

陽は
る

（
室

）
洸こ

う
樹き

猪い

嶌じ
ま

　
春は

る
汰た

（
引
水
）
亮り

ょ
う

太た

竹た
け

ノの

内う
ち

琳り
ん

斗と

（
室

）
ひ
か
り

❖お誕生・おくやみのコーナーは、希望者のみ掲載しています
❖令和８年４月１日～令和８年４月30日届出分

田た
の

上う
え

　
公き

み
代よ

87
歳

室

大お
お

塚つ
か

　
秋あ

き
人と

91
歳

室

谷た
に

川が
わ

　
幹み

き
也や

94
歳

室

紫し

藤ど
う

ス
ヤ
子こ

95
歳

杉
水

江え

藤と
う

裕ゆ
う

次じ

郎ろ
う

68
歳

町

佐さ

藤と
う

　
正ま

さ
治じ

96
歳

大
林

吉よ
し

岡お
か

　
　
睦む

つ

94
歳

陣
内

大お
お

田た

黒ぐ
ろ

　
學ま

な
ぶ

88
歳

陣
内

大お
お

塚つ
か

　
義よ

し
信の

ぶ

75
歳

引
水

宮み
や

﨑ざ
き

ト
ミ
子こ

102
歳

大
津

令和８年４月15日給食献立
� 大津町学校給食センター

ど ん ぶ りねぎ塩豚丼

作り方（所要時間 約20分）
① �ネギは白い部分はみじん切りと青い部分は斜

め切りにする。
② �タマネギは薄切り、ニンジン・タケノコは短

冊切りする。
③ �しらたきが長い場合は5㎝幅に切る。
④ �熱した鍋に油を入れ、おろし生姜、ネギの白

い部分、豚肉、酒を入れて炒める。
⑤ �豚肉の色が変わってきたらしらたき、タマネ

ギ、ニンジン、タケノコの順に入れ、さらに
炒める。

⑥ �野菜全体に火が通ってきたら、モヤシを入れ
て炒める。

⑦ �Aを入れ味をつける。
⑧ �最後にネギの青い部分、レモン汁、ごま油を

入れ、さらに炒める。

栄養価（１人当たり）
エネルギー �  70kcal
タンパク質 �  4.1g
脂質 �  3.6g
カルシウム �  35mg
鉄 �  0.5mg
ビタミンＡ �  54µgRAE
� （レチノール当量）
ビタミンＢ1 �  0.08mg
ビタミンＢ2 �  0.06mg
ビタミンＣ �  6mg
食塩相当量 �  0.8g

ネギ �  1本
タマネギ �  120ｇ
ニンジン �  1/3本
タケノコ水煮 �  40ｇ
しらたき �  120g
油 �  小さじ1
おろし生姜 �  小さじ1/2
豚肉 �  160ｇ
酒 �  小さじ1
モヤシ �  100ｇ
レモン汁 �  小さじ1
ごま油 �  小さじ1
　  薄口醬油 �  小さじ2
　  塩 �  小さじ1/3
　  こしょう �  適量

材料（４人分）

大津水
みず

上
かみ

　紗
さ

良
ら

ちゃん １歳

ごはんいっぱいたべようね。
奏
そう
太
た

パパ　菜
な
緒
お
佳
か

ママ

桐き
り

原は
ら

　
茉ま

つ
莉り

（
町

）
康こ

う
太た

今い
ま

村む
ら

陽は
る

之の

介す
け

（
大
津
）
剛こ

う
士し

郎ろ
う

松ま
つ

永な
が

　
久く

音の
ん

（
大
津
）
ゆ
か
り

Ａ

からいもくんがゆく
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相　談 日　　時 場　所

人権啓発福祉センター　☎096（293）7920　老人福祉センター　☎096（293）2027

心配ごと
相　　談

６ / １（月） 13：30～15：30 人権啓発福祉センター

６ / ２（火） 13：00～16：00 老人福祉センター

６ / ９（火） 13：00～16：00 老人福祉センター

６ /23（火） 13：00～16：00 老人福祉センター

６ /30（火） 13：00～16：00 老人福祉センター

心配ごと
児童相談 ６ /16（火） 13：00～16：00 老人福祉センター

役場住民課　☎096（293）3112

行政相談 ６ /18（木） 10：00～12：00 住民相談室

法律相談
（要予約）

６ /11（木） 10：00～12：00 住民相談室

６ /25（木） 10：00～12：00 住民相談室
年金相談

（要予約） ６ /19（金） 10：00～15：00 住民相談室

教育支援センター　☎096（293）2231

教育相談
（要予約） 毎週月～金 8：30～17：00 教育支援センター

地域包括支援センター　☎096（292）0770

もの忘れ相談
（要予約） ６ /18（木） 9：30～12：00 役場１階

相談室101・102
消費生活
相　　談 毎週火・金 10：00～12：00

13：00～16：00
役場２階

相談室201
　火曜・金曜は大津町☎096（293）3111、月曜・木曜は菊陽町☎096（232）2112、
　水曜は西原村☎096（279）3172で消費生活相談を受けることができます。

ジョブカフェ・菊池ブランチ　☎0968（25）4645

就職無料
相　　談

（要予約）
６ /26（金） 13：30～16：00 役場1階

相談室101

外国人相談窓口　☎096（293）3111　開設日は変更になる場合があります

ス ペ イ ン 語
ポルトガル語
英 　 　 語

毎週水 8：30～17：00 役場総合案内

中 国 語
台 湾 語

毎週火 8：30～15：30 役場総合案内

毎週金 9：00～16：00 役場総合案内

６

令和６年６月末現在まちまちのの人口人口
人口 36,585人 （＋104人）

男 18,494人 （＋51人）

女 18,091人 （＋53人）

世帯数 17,273世帯 （＋82世帯）

●出生／ 21人
●死亡／ 24人
●転入／ 327人 
●転出／ 215人
※増減は前月比

参考

令和８年４月末現在

※当番医は変更される 
場合があります。最新 
情報は、菊池郡市医師
会☎0968（25）3300
にご確認ください。

休日当番医・薬局
菊池郡市
医師会は
こちら ▼

６月７日
（日）

さかぐち消化器・内科クリニッ
ク（消内・内） 菊陽町 096（292）3800

平山内科クリニック
（内・呼内・ア） 合志市 096（273）6104

大津中村整形外科（整） 大津町 096（293）8888

温耳鼻咽喉科医院（耳） 合志市 096（248）6188

ハロー薬局（薬） 大津町 096（293）8665

荒木歯科医院（歯） 菊池市 0968（25）1478

６月14日
（日）

いけざわこどもクリニック
（小） 合志市 096（242）6633

赤星医院（内・呼内・皮） 菊池市 0968（25）2738

森本整形外科医院
（整・リハ・リウ・形） 合志市 096（242）2231

いろどり歯科こども歯科クリ
ニック（歯） 合志市 096（288）2942

友田皮ふ科医院（皮） 合志市 096（248）6211

６月21日
（日）

平瀬内科医院（内） 合志市 096（248）5227

本多内科胃腸科医院（内） 菊陽町 096（232）2021

たかひろ整形外科
（整・リウ・リハ） 菊陽町 096（237）8118

石川歯科医院（歯） 菊陽町 096（232）5818

松岡耳鼻咽喉科医院（耳） 菊陽町 096（232）5011

６月28日
（日）

河野内科クリニック（内・呼内
・ア・循内・消内・神内・小） 菊陽町 096（233）1717

阿梨花病院大津（内） 大津町 096（293）5000

庄嶋医院（胃内・肛・外） 合志市 096（242）3388

サトウデンタルクリニック
（歯） 合志市 096（248）7155

オレンジ薬局（薬） 大津町 096（349）3636

いしはら皮ふ科クリニック（皮） 大津町 096（293）3003

７月５日
（日）

牧診療所（内） 菊池市 0968（25）2317

合志渡邉内科クリニック
（内・神内） 合志市 096（285）9720

矢野医院（内・外） 菊陽町 096（232）5266

ハハ歯科医院（歯） 大津町 096（285）3350

大津なかしま皮膚科・美容皮膚
科（皮・ア） 大津町 096（294）7770

月６
菊池郡市
薬剤師会
はこちら ▼

安全安全安心安心おおづまちおおづまち
大津警察署�
☎096（294）0110

熊本県警察
シンボルマスコット

ゆっぴー

刑法犯認知件数
（令和８年３月集計）

区 分 ３月中
（前年同期比）

本年累計
（前年同期比）

大津署管内 34（－4） 127（+36）
うち大津町 13（±0） 44（+17）

主な
発生犯罪 自転車盗、万引き

※（ 　）内の数値は前年同期比
※死者数は30日以内死亡の場合

交通事故状況
（令和８年３月集計）

区 分
大 津 署 管 内 う ち 大 津 町
３月中 本年累計 ３月中 本年累計

発生件数 35（+17） 66（+11） 15（+8） 33（+14）
死 者 数 1（+1） 1（+1） 0（±0） 0（±0）
傷 者 数 48（+27） 84（+14） 23（+14） 41（+16）
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入
庁
し
て
あ
っ
と
い
う
間

に
１
か
月
が
た
ち
ま
し
た
。

大
学
４
回
生
を
迎
え
た
去
年

の
今
頃
を
思
い
出
し
ま
す
。

ア
ル
バ
イ
ト
に
サ
ー
ク
ル
、

学
友
に
恵
ま
れ
た
私
は
と
て

も
充
実
し
た
大
学
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
だ

か
ら
こ
そ
大
好
き
な
仲
間
や

先
生
と
過
ご
す
こ
と
の
で
き

る
時
間
が
あ
と
１
年
し
か
な

い
こ
と
に
強
い
寂
し
さ
を
感

じ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら

１
年
。
私
は
優
し
く
尊
敬
で

き
る
上
司
の
方
々
、
一
緒
に

い
る
と
元
気
を
く
れ
る
よ
う

な
先
輩
や
友
達
に
出
会
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
去
年
の

私
に「
何
も
心
配
す
る
こ
と
は

な
い
よ
」
と
言
っ
て
あ
げ
た

い
で
す
。（
H・
О
）

大津町の情報
発信はこちら

町ホーム
ページ▼

防災行政無線の情報は次の電話番号で
聞き返すことができます。

☎096（292）9415

防災行政無線
聞き直し

▲剣道に出会い、稽古に打ち込んでいた
　中学２年生の大村さん

▲�長年の活動が評価された剣道有功賞の
賞状。「これを励みにして、これからも
頑張りたい」と意欲を語る。

クローズアップ　大津人

Public Relations
             O

ZU
   TO

W
N

剣の理法の修練による
人間形成の道である

大
お お

村
む ら

 勲
いさお

さん（大津）

　
70
年
以
上
、
竹
刀
を
握
り
続
け
て
き
た
大
村
さ
ん
。
大

津
町
剣
道
連
盟
を
組
織
し
約
40
年
、
人
生
の
お
よ
そ
半
分

を
後
進
の
育
成
に
尽
力
し
て
き
た
。「
剣
道
は
自
己
形
成
の

道
」。
84
歳
の
今
も
現
役
で
稽
古
に
励
む
、
そ
の
情
熱
と
歩

み
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
た
。

　
大
村
さ
ん
が
初
め
て
剣
を
握
っ
た
の
は
昭
和
28
年
。
当

時
中
学
１
年
生
だ
っ
た
。
70
年
、
下
手
の
横
好
き
だ
っ
た

か
ら
こ
そ
、
負
け
た
く
な
い
一
心
で
続
け
て
こ
ら
れ
た
の

だ
と
振
り
返
る
。
指
導
者
と
し
て
は
40
年
。「
剣
道
は
自
己

形
成
の
場
」
で
あ
る
と
、
目
先
の
勝
敗
に
と
ら
わ
れ
ず
先

を
見
据
え
て
基
本
を
磨
く
大
切
さ
を
説
い
て
き
た
。
昭
和

50
年
に
町
の
武
道
館
が
建
設
さ
れ
た
際
に
指
導
を
任
さ
れ
、

昭
和
52
年
に
は
大
津
町
剣
道
連
盟
を
組
織
。
剣
道
の
普
及

に
努
め
、
こ
れ
ま
で
に
７
０
０
名
近
い
門
下
生
を
送
り
出

し
て
き
た
。
後
継
者
が
育
っ
て
い
く
姿
を
見
る
の
が
何
よ

り
の
喜
び
だ
。

　
70
年
も
剣
道
を
続
け
、「
２
０
２
５
年
度
全
日
本
剣
道
連

盟
剣
道
有
功
賞
」
を
受
賞
す
る
と
い
う
快
挙
を
成
し
遂
げ

た
の
は
大
村
さ
ん
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
が
あ
っ
て
こ
そ
。
し

か
し
取
材
中
に
「
受
賞
は
先
輩
た
ち
の
ご
指
導
の
お
か
げ

な
ん
だ
」「
剣
道
を
長
年
続
け
て
こ
ら
れ
た
の
は
仲
間
の
お

か
げ
だ
」
と
、
大
村
さ
ん
は
何
度
も
感
謝
の
言
葉
を
口
に

し
て
い
た
。
受
賞
の
際
は
１
０
０
人
近
い
人
た
ち
か
ら
祝

福
さ
れ
、
手
作
り
の
ア
ル
バ
ム
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
送
ら
れ
た
。

大
村
さ
ん
の
積
み
重
ね
て
き
た
信
頼
の
厚
さ
や
感
謝
を
忘

れ
な
い
謙
虚
な
人
柄
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
「
元
気
な
う
ち
は
剣
道
を
通
し
て
町
に
恩
返
し
を
し
た

い
」
84
歳
に
し
て
な
お
、
凛
と
し
た
姿
で
竹
刀
を
振
る
大

村
さ
ん
。
そ
の
歩
み
は
一
生
を
か
け
て
自
分
を
磨
き
続
け

る
武
道
の
精
神
を
私
た
ち
に
教
え
て
く
れ
る
。
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